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は
じ
め
に

　

こ
の
小
冊
子
は
、
筆
者
の
想
像
し
て
い
る
龍
神
村
の
楊
貴
妃
渡
来
仮
説
で
あ
る
「
龍
神
楊
貴
妃
伝
」
の
一
部
、「
熊

野
三
山
信
仰
が
楊
貴
妃
信
仰
で
あ
る
」
と
い
う
証
明
を
、
熊
野
三
山
信
仰
に
興
味
や
知
識
を
持
っ
て
い
る
方
々
の
た

め
に
、
抜
粋
し
再
編
し
た
も
の
で
す
。

　

一
目
見
て
、
長
い
と
感
じ
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
ほ
と
ん
ど
は
、
参
考
資
料
で
す
。
本
文
自
体
は
、
十
三
ペ
ー

ジ
に
お
さ
え
ま
し
た
。

　

後
半
の
参
考
資
料
は
、
意
味
が
理
解
が
出
来
な
か
っ
た
り
、
疑
問
や
興
味
を
持
っ
た
方
、
納
得
が
い
か
な
か
っ
た

方
に
む
け
て
の
も
の
で
す
。
一
般
の
方
は
、
読
み
飛
ば
し
て
い
た
だ
い
て
か
ま
い
ま
せ
ん
。

　

こ
こ
に
書
い
た
も
の
は
、
龍
神
楊
貴
妃
伝
の
ほ
ん
の
わ
ず
か
な
一
部
分
に
し
か
す
ぎ
ま
せ
ん
。

　

そ
れ
で
も
、
こ
こ
に
書
い
て
あ
る
お
話
は
、
従
来
の
一
般
的
に
考
え
ら
れ
て
い
る
熊
野
信
仰
を
信
じ
て
い
る
方
に

と
っ
て
、
驚
天
動
地
の
も
の
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
熊
野
三
山
の
研
究
を
さ
れ
て
い
る
方
に
と
っ
て
、

新
鮮
な
考
慮
す
べ
き
重
要
な
仮
説
に
な
っ
て
い
る
は
ず
で
す
。

　

く
だ
ら
な
い
話
か
ど
う
か
・
・
・
・
最
初
か
ら
読
ま
ず
に
済
ま
す
の
で
は
な
く
、
ど
う
か
読
ん
で
か
ら
ご
判
断
を

お
願
い
し
ま
す
。

２
０
１
６
年　

吉
日　

筆
者
敬
白
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本
編

熊
野
三
山
楊
貴
妃
信
仰
説

　

世
界
最
高
の
美
女
の
１
人
と
さ
れ
る
楊
貴
妃
が
、
中
国
で
死
な
ず
、
日
本
に
渡
っ
た
と
い
う
話
は
、
お
そ
ら
く
、

皆
さ
ん
は
聞
い
た
こ
と
も
な
い
で
し
ょ
う
。
知
っ
て
い
る
人
で
も
「
義
経
生
存
説
」
や
「
キ
リ
ス
ト
渡
来
説
」
と
同

じ
よ
う
な
も
の
と
、
考
え
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
楊
貴
妃
生
存
・
渡
来
説
は
、
日
中
双
方
に
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
そ
し
て
、
そ
れ
が
、
き
わ
め
て
古
く
か

ら
伝
え
ら
れ
て
い
る
お
話
で
す
。

　
中
国
の
楊
貴
妃
生
存
・
渡
来
説

　

中
国
の
正
史
で
あ
る
「
旧
唐
書
」
や
「
新
唐
書
」
に
、
楊
貴
妃
が
死
ん
で
か
ら
１
年
半
後
、
玄
宗
上
皇
が
、
楊
貴

妃
の
墓
を
改
葬
し
よ
う
と
墓
を
掘
り
お
こ
し
た
と
こ
ろ
、
そ
こ
に
、
楊
貴
妃
の
遺
体
が
な
か
っ
た
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

（
資
料
１　

旧
唐
書
・
新
唐
書　

列
伝　

后
妃
抜
粋
）

　

楊
貴
妃
の
生
存
説
は
、
楊
貴
妃
の
史
歴
上
の
死
で
あ
る
「
安
史
の
乱
」
の
最
中
か
ら
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

楊
貴
妃
の
同
時
代
人
で
あ
る
杜
甫
は
、
楊
貴
妃
の
史
歴
上
の
死
の
次
の
年
、
７
５
７
年
に
「
哀
江
頭
」
と
い
う
詩

の
中
で
、
楊
貴
妃
が
行
方
不
明
に
な
っ
て
い
る
事
を
う
か
が
わ
せ
る
文
章
を
残
し
て
い
ま
す
。（
資
料
２　

杜
甫　

「
哀

江
頭
」）

　

さ
ら
に
、
約
５
０
年
後
、
白
居
易
（
白
楽
天
）
は
、
楊
貴
妃
と
玄
宗
皇
帝
の
物
語
を
読
ん
だ
「
長
恨
歌
」
と
い
う

詩
を
書
き
ま
し
た
。
こ
の
「
長
恨
歌
」
の
中
で
白
居
易
は
、
楊
貴
妃
が
黄
泉
の
国
に
行
か
ず
、
仙
女
と
な
り
、
蓬
莱

で
暮
ら
し
て
い
る
様
子
を
描
い
て
い
ま
す
。（
資
料
３　

白
居
易　

「
長
恨
歌
」）

　

白
居
易
は
、
友
人
で
あ
る
陳
鴻
に
依
頼
し
、
さ
ら
に
小
説
「
長
恨
歌
伝
」
を
書
か
せ
ま
し
た
。
そ
の
「
長
恨
歌
伝
」

－2－



の
あ
と
が
き
で
、
白
居
易
は
「
長
恨
歌
」
と
「
長
恨
歌
伝
」
を
「
皇
史
」
と
は
違
う
隠
さ
れ
た
歴
史
を
伝
え
よ
う
と

す
る
意
志
の
元
に
書
い
た
と
述
べ
て
い
ま
す
。（
資
料
４　

「
長
恨
歌
伝
」
あ
と
が
き
）

　

こ
の
長
恨
歌
の
中
に
書
か
れ
た
玄
宗
上
皇
が
楊
貴
妃
を
捜
し
に
方
士
を
蓬
莱
に
送
る
話
は
、
楊
貴
妃
が
生
命
を
落

と
し
た
安
史
の
乱
の
時
代
に
少
年
期
を
過
ご
し
た
李
益
と
い
う
詩
人
も
、「
過
馬
嵬
二
首
」
と
い
う
詩
に
詠
っ
て
い
ま

す
。（
資
料
５　

李
益　

「
過
馬
嵬
二
首
」）

　

こ
の
よ
う
に
、
楊
貴
妃
が
生
き
の
び
て
蓬
莱
に
渡
っ
た
と
い
う
噂
は
、
楊
貴
妃
が
亡
く
な
っ
た
と
さ
れ
る
直
後
か

ら
始
ま
っ
て
現
代
ま
で
続
い
て
い
ま
す
。

　

中
国
で
は
、
こ
の
蓬
莱
が
日
本
で
あ
る
と
い
う
説
が
あ
り
、「
山
口
百
恵
が
楊
貴
妃
の
子
孫
で
あ
る
。」
な
ど
、
今
も
、

テ
レ
ビ
な
ど
様
々
な
メ
デ
ィ
ア
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

－3－

写
真

中
国
中
央
テ
レ
ビ
が
放
映
し
た
楊
貴
妃
の
特
集
番
組
よ
り

　
日
本
の
楊
貴
妃
生
存
・
渡
来
説

　

日
本
で
、
楊
貴
妃
生
存
・
渡
来
伝
説
で
有
名
な
地
と
し
て
、
山
口
の
油
谷
町
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
油
谷
町
に
は
、
楊
貴
妃
の
墓
と
伝
わ
る
五
輪
塔
が
あ
り
、
ま
た
、
楊
貴
妃
の
菩
提
を
弔
う
た
め
に
作
ら
れ
た

と
伝
わ
る
釈
迦
如
来
像
と
阿
弥
陀
如
来
像
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
現
在
で
は
あ
ま
り
有
名
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
名
古
屋
の
熱
田
神
宮
に
は
楊
貴
妃
の
墓
と
さ
れ
る
石
塔

が
あ
っ
た
と
伝
わ
り
、
鎌
倉
時
代
の
末
期
に
書
か
れ
た
天
台
宗
の
仏
教
書
で
あ
る
「
渓
嵐
拾
葉
集
」
に
熱
田
明
神
が

楊
貴
妃
で
あ
る
と
書
か
れ
、
室
町
時
代
に
描
か
れ
た
古
絵
図
に
も
楊
貴
妃
の
石
塔
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。（
資
料
６　

「
渓
嵐
拾
葉
集
」
抜
粋
）

　

日
本
に
お
け
る
楊
貴
妃
の
渡
来
伝
説
は
、
少
な
く
と
も
、
鎌
倉
時
代
ま
で
に
は
遡
る
こ
と
が
出
来
る
古
い
伝
説
だ

と
い
う
事
が
わ
か
り
ま
す
。

　

こ
の
熱
田
神
宮
の
楊
貴
妃
伝
説
は
、
熱
田
神
宮
が
蓬
莱
で
あ
る
と
い
う
伝
承
に
由
来
す
る
そ
う
で
す
。

　

熊
野
は
、
皆
さ
ん
が
、
ご
存
知
の
と
お
り
、
古
来
か
ら
日
中
の
双
方
か
ら
、
徐
福
の
や
っ
て
き
た
蓬
莱
で
あ
る
と

知
ら
れ
て
い
ま
す
。
山
口
の
楊
貴
妃
伝
説
も
、油
谷
町
が
、熊
野
の
古
語
読
み
で
あ
る
「
ゆ
や
」と
い
う
名
前
で
、そ
こ
で
、

こ
こ
が
楊
貴
妃
が
来
た
蓬
莱
だ
と
考
え
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
中
国
に
は
、
楊
貴
妃
が
隠
れ
住
ん
だ
土
地
が
、
熊
野
で
あ
る
と
い
う
お
話
が
伝
わ
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

そ
う
で
あ
る
な
ら
、
本
家
本
元
で
あ
る
熊
野
に
「
楊
貴
妃
渡
来
伝
説
が
な
い
」
と
い
う
事
は
、
き
わ
め
て
不
思
議

で
不
自
然
な
話
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

－4－

ゆ

や



　

私
は
、
こ
の
理
由
を
、「
楊
貴
妃
が
熊
野
に
来
た
」
と

古
代
の
人
々
が
、
本
気
で
信
じ
て
い
た
た
め
で
は
な
い

か
と
想
像
し
ま
す
。

　

楊
貴
妃
の
時
代
の
日
本
は
、
吉
備
真
備
や
阿
倍
仲
麻

呂
な
ど
の
有
能
な
人
材
が
唐
の
国
に
渡
り
、
鑑
真
和
上

な
ど
優
れ
た
人
物
が
、
海
を
超
え
て
日
本
に
や
っ
て
き

て
い
ま
し
た
。

　

日
本
は
、
現
代
の
ア
メ
リ
カ
と
の
関
係
の
よ
う
に
、

唐
の
国
と
友
好
関
係
を
結
ん
で
い
ま
し
た
。

　

玄
宗
皇
帝
か
ら
死
刑
命
令
を
出
さ
れ
た
楊
貴
妃
が
、

生
き
て
日
本
に
亡
命
し
て
い
た
と
し
た
ら
、
こ
れ
は
、

現
代
で
い
え
ば
、
国
際
指
名
手
配
犯
で
あ
る
ウ
サ
マ
ビ

ン
ラ
デ
ィ
ン
が
生
き
て
、
日
本
に
匿
ま
わ
れ
て
い
る
よ

う
な
も
の
で
す
。

　

も
し
、
本
当
に
、
楊
貴
妃
の
生
存
・
亡
命
が
あ
っ
た

と
し
た
ら
、
そ
れ
は
、
日
中
の
政
府
の
双
方
で
絶
対
の

秘
密
と
さ
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

－5－

写
真

楊
貴
妃
が
熊
野
に
隠
れ
住
ん
だ
と
書
か
れ
た
中
国
の
本
。

赤
線
部
分
に
注
目

－6－

　
湯
の
峯
温
泉
を
楊
貴
妃
の
湯
と
呼
ん
だ
藤
原
頼
資

　

鎌
倉
時
代
の
初
期
、
湯
の
峯
温
泉
を
訪
れ
た
藤
原
頼
資
は
、
こ
の
湯
を
「
不
異
驪
山
温
泉(

り
ざ
ん
の
お
ん
せ
ん
に

こ
と
な
ら
ず)

」
と
讃
え
て
い
ま
す
。（
「
頼
資
卿
記
」　

承
元
４
年
（
１
２
１
０
）
１
０ 

月
８
日
条
）

　

「
驪
山
温
泉
」
と
は
、
楊
貴
妃
が
玄
宗
皇
帝
か
ら
賜
っ
た
と
い
う
華
清
池
を
指
し
ま
す
。

　

現
在
、
こ
の
文
章
は
、「
楊
貴
妃
の
浸
か
っ
た
驪
山
の
華
清
池
と
は
こ
の
よ
う
な
温
泉
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
」
と

訳
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
あ
る
い
は
、
頼
資
は
、「
こ
の
温
泉
こ
そ
楊
貴
妃
が
浸
か
っ
た
驪
山
の
華
清
池
に
違
い
な
い
」
と
言
っ
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　
三
足
烏
と
西
王
母　

　

熊
野
と
い
う
と
、
貴
方
は
、
何
を
想
像
し
ま
す
か
？

　

お
そ
ら
く
、
多
く
の
人
が
、
三
本
足
の
八
咫
烏
を
想
像
す
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　

し
か
し
、
八
咫
烏
に
は
、
大
き
な
カ
ラ
ス
と
い
う
意
味
は
あ
り
ま
す
が
、
三
本
足
と
い
う
意
味
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

い
っ
た
い
、
八
咫
烏
が
三
本
足
で
あ
る
と
い
う
の
は
、
ど
う
い
う
と
こ
ろ
か
ら
来
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　

中
国
に
は
、
古
く
か
ら
三
本
足
の
カ
ラ
ス
の
信
仰
が
あ
り
ま
す
。「
千
字
文
」
と
い
う
中
国
か
ら
伝
え
ら
れ
た
文
字

の
手
習
書
に
書
か
れ
た
李
暹
（
６
世
紀
（
西
暦
５
０
０
年
頃
）
の
人
）
の
注
釈
に
は
、「
太
陽
の
中
に
は
三
本
足
の
烏

よ
り
す
け

か

せ

い

ち

か

せ

い

ち

よ
り
す
け
き
ょ
う
き

り
ざ
ん

り
ざ
ん

り
せ
ん



が
い
る
、
そ
れ
で
太
陽
を 

金
烏
と
呼
ぶ
。
太
陽
の
色
は
赤
く
、
扶
桑
（
中
国
の
東
方
の
海
中
に
あ
る
と
い
う
神
木
）

か
ら
登
り
、
咸
池
（
天
に
あ
る
池
で
、
太
陽
が
水
浴
す
る
と
い
う
）
に
入 

る
。」
と
あ
り
ま
す
。

　

熊
野
の
古
語
で
あ
る
「
ユ
ヤ
」
は
、
陽
谷
・
・
・
す
な
わ
ち
、
太
陽
の
隠
れ
る
谷
・
・
・
三
本
足
の
烏
の
棲
む
咸

池
の
意
味
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

鄭
州
に
あ
る
漢
代
の
画
像
石
に
は
、
一
つ
の
場
面
に
、
右
側
に
は
扶
桑
の
樹
に
の
ぼ
る
三
本
足
の
烏
が
、
左
側
に

九
尾
の
狐
が
、
並
べ
て
描
か
れ
て
い
ま
す
。
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き
ん
う

か
ん
ち

ふ
そ
う

ふ
そ
う

写
真

三
足
烏
、
九
尾
狐
、

鳳
凰
畫
像
（
漢
代
）

鄭
州
市
博
物
館
所
蔵
拓
本

京
都
大
学

人
文
科
学
研
究
所

所
蔵
資
料

写
真

四
川
省

雅
安
高
颐
墓
阙
及
石
刻

九
尾
狐
三
足
烏

写
真

四
川
省
成
都
市
新
都
区
出
土

西
王
母
画
像

真
ん
中
に
西
王
母
、
右
に
三
足
烏
、
左
に

九
尾
狐
、
下
に
蝦
蟇
（
ガ
マ
ガ
エ
ル
）

真
ん
中
に
西
王
母
、
右
に
九
尾
狐

下
に
蝦
蟇
、
左
下
に
三
足
烏

写
真

四
川
省
成
都
県

新
繁
清
白
郷
１
号
墓
出
土

画
像
磚
西
王
母
像
後
漢

　

こ
の
よ
う
に
、
三
本
足
の
烏
と
九
尾
の
狐
、
そ
れ
か
ら
、
月
に
棲
む
と
い
う
金
色
の
蝦
蟇
（
ガ
マ
ガ
エ
ル
）
が
並

べ
て
描
か
れ
る
画
像
が
、
い
く
つ
も
の
中
国
古
代
の
図
画
に
見
ら
れ
ま
す
。
金
烏
や
九
尾
の
狐
、
ガ
マ
ガ
エ
ル
は
、

古
代
中
国
の
伝
説
の
美
女
で
あ
り
、 

女
仙
で
あ
る
「
西
王
母
」
に
使
え
る
存
在
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

考
え
て
み
れ
ば
、
熊
野
に
は
三
本
足
の
烏
だ
け
で
は
な
く
、
阿
須
賀
神
社
や
奥
熊
野
玉
置
神
社
で
は
キ
ツ
ネ
が
、

新
宮
神
倉
神
社
で
は
ガ
マ
ガ
エ
ル
が
使
い
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
か
ら
、
私
は
、
昔
の
人
は
、
熊
野
に
西
王
母
を
祀
っ
て
い
た
と
考
え
ま
す
。（
解
説
１　

西
王
母
に
つ
い
て
）
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写
真

新
宮
阿
須
賀
神
社

稲
荷
神
（
写
真
右
側
舎
）

写
真

奥
熊
野
玉
置
神
社

摂
社
・
三
柱
神
社
（
三
狐
神
）

写
真

新
宮
神
倉
神
社

ゴ
ト
ビ
キ
（
ガ
マ
ガ
エ
ル
）
岩

神
社
の
摂
社
と
し
て
、
稲
荷

神
が
祀
ら
れ
て
い
る
の
は
、

め
ず
ら
し
く
な
く
、
あ
た
り

ま
え
だ
と
感
じ
ら
れ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
そ
れ
は
、
江
戸
時
代
、

稲
荷
神
が
商
売
繁
盛
の
神
と

し
て
、
流
行
し
、
続
々
と
、

建
て
ら
れ
た
か
ら
生
じ
た
現

象
で
す
。

阿
須
賀
神
社
の
稲
荷
神
や
玉

置
神
社
の
三
狐
神
は
、「
玉
置

山
権
現
縁
起
」
に
記
さ
れ
て

お
り
、
稲
荷
神
流
行
の
時
代

よ
り
前
の
き
わ
め
て
古
い
も

の
で
あ
る
事
が
わ
か
っ
て
い

ま
す
。
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楊
貴
妃
と
西
王
母　

　

私
は
、
楊
貴
妃
は
西
王
母
と
同
一
視
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ま
す
。

　

詩
仙
と
讃
え
ら
れ
る
李
白
は
、
宴
席
に
呼
び
出
さ
れ
、
楊
貴
妃
の
前
で
、
そ
の
美
し
さ
を
西
王
母
に
例
え
た
詩
を

詠
ん
で
い
ま
す
。（
資
料
７　

李
白
「
清
平
調
三
首　

其
一
」）

　

そ
の
李
白
の
友
人
で
あ
っ
た
杜
甫
も
、
楊
貴
妃
を
西
王
母
に
例
え
た
詩
を
残
し
て
い
ま
す
。（
資
料
８　

杜
甫
「
奉

同
郭
給
事
湯
東
靈
湫
作　

其
二
」）

　

そ
し
て
、
楊
貴
妃
の
生
涯
を
詠
ん
だ
「
長
恨
歌
」
を
詠
ん
だ
白
居
易
は
、
完
全
に
、
楊
貴
妃
と
西
王
母
を
一
つ
に

結
び
つ
け
て
い
ま
す
。（
資
料
３　

白
居
易　

「
長
恨
歌
」）

　

長
恨
歌
で
、
楊
貴
妃
は
、「
太
真
」
と
い
う
名
前
の
仙
女
に
な
っ
て
暮
ら
し
て
い
る
事
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
太

真
と
い
う
名
前
は
、
玄
宗
が
息
子
の
嫁
だ
っ
た
楊
貴
妃
を
自
分
の
物
に
す
る
た
め
に
、
仮
に
与
え
た
道
教
の
出
家
名

な
の
で
す
が
、
西
王
母
は
、
道
教
の
信
仰
の
中
で
、「
太
真
西
王
母
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
の
で
す
。
さ
ら
に
、
長
恨

歌
に
は
、「
転
じ
て
小
玉
を
し
て
双
成
に
報
ぜ
し
む
」
と
楊
貴
妃
に
仕
え
る
仙
女
と
し
て
、「
小
玉
」「
双
成
」
の
名
前

を
挙
げ
て
い
ま
す
が
、
中
国
の
伝
説
に
は
「
董
双
成
」

と
い
う
笙
の
名
手
と
し
て
古
く
か
ら
よ
く
知
ら
れ
た

西
王
母
の
侍
女
が
い
る
の
で
す
。

　
　
　
　

（
解
説
２　

董
双
成
に
つ
い
て
）

と
う
そ
う
せ
い

中
国
古
典
人
物
白
描
画
譜

　
　
　
　
　
　
載
敦
邦
著
よ
り

　

﹁
董
双
成
﹂

　

そ
れ
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

長
恨
歌
に
は
、「
七
月
七
日
、
長
生
殿
。
夜
半
人
無
く
私
語
の
時
」
と
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
７
月
７
日
（
七
夕
）
の
夜
に
逢
瀬
を
楽
し
む
話
は
、
西
王
母
と
漢
の
時
代
の
皇
帝
で
あ
る
武
帝
の
間
に
も
伝

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
長
恨
歌
で
は
、
玄
宗
を
唐
の
皇
帝
で
は
な
く
、
漢
の
皇
帝
と
書
い
て
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
、

現
政
権
（
唐
）
を
は
ば
か
っ
た
だ
け
で
は
な
く
、こ
の
西
王
母
と
武
帝
と
の
交
情 

を
ふ
ま
え
た
も
の
で
も
あ
っ
た
で
し
ょ

う
。（
解
説
３　

西
王
母
と
武
帝
の
伝
説
に
つ
い
て
）

　

長
恨
歌
で
、
楊
貴
妃
が
西
王
母
と
同
一
で
あ
る
と
さ
れ
た
の
は
、
決
定
的
だ
と
思
い
ま
す
。

　

長
恨
歌
は
、
平
安
時
代
、
日
本
で
も
大
変
よ
く
読
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

清
少
納
言
の
「
枕
草
子
」
や
、
紫
式
部
の
「
源
氏
物
語
」
に
は
、
明
ら
か
に
、「
長
恨
歌
」
を
意
識
し
て
書
か
れ
た

文
が
あ
り
ま
す
。（
資
料
９　

清
少
納
言
「
枕
草
子
」
紫
式
部
「
源
氏
物
語
」
抜
粋
）

　

長
恨
歌
が
、
こ
の
時
代
、
日
本
の
貴
族
達
の
間
で
、
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
っ
て
い
た
事
は
、
疑
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　

清
少
納
言
や
紫
式
部
が
活
躍
し
て
い
た
の
は
、
上
皇
や
法
皇
、
貴
族
達
の
熊
野
信
仰
が
盛
ん
に
な
る
少
し
前
の
時

代
で
す
。

　

楊
貴
妃
が
西
王
母
と
同
体
で
あ
る
事
は
、
長
恨
歌
を
通
じ
て
広
く
知
れ
渡
っ
て
い
た
で
し
ょ
う
。

　

熊
野
に
西
王
母
が
祀
ら
れ
、そ
れ
が
楊
貴
妃
と
同
一
視
さ
れ
て
い
た
の
だ
と
し
た
ら
、「
熊
野
三
山
信
仰
」
の
正
体
は
、

す
な
わ
ち
、「
楊
貴
妃
信
仰
」
に
他
な
ら
な
い
。

　

私
は
、
そ
う
考
え
ま
す
。
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や
は
ん

お
う
せ

し

ご



　
五
衰
殿
の
女
御
の
伝
説

　

熊
野
三
山
信
仰
が
楊
貴
妃
信
仰
で
あ
る
事
を
裏
付
け
る
証
拠
と
し
て
、「
五
衰
殿
の
女
御
」
の
伝
説
が
あ
り
ま
す
。

　

五
衰
殿
の
女
御
の
お
話
は
、
室
町
時
代
の
始
め
頃
に
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
「
神
道
集
」
に
収
録
さ
れ
る
他
、「
熊

野
権
現
縁
起
絵
巻
」
に
描
か
れ
て
い
ま
す
。（
解
説
４　

「
熊
野
権
現
縁
起
絵
巻
」
五
衰
殿
の
女
御
の
伝
説
に
つ
い
て
）

　

こ
の
五
衰
殿
の
女
御
の
お
話
は
、
熊
野
の
神
の

起
源
を
あ
ら
わ
し
た
物
語
で
、
物
語
の
舞
台
は
、

天
竺
（
イ
ン
ド
）
の
マ
カ
ダ
国
と
さ
れ
て
い
る
の

で
す
が
、
王
に
は
、
千
人
も
の
后
が
い
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
五
衰
殿
の
女
御
（
善
法
女
御
）
た
だ

一
人
を
愛
し
、
夢
中
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
た
め
に
、

残
り
九
九
九
人
の
后
の
恨
み
を
買
い
、
そ
の
た
め
、

国
は
乱
れ
、
王
は
、
女
御
の
処
刑
を
認
め
ざ
る
負

え
な
く
な
る
の
で
す
。

　

こ
の
お
話
は
、
玄
宗
皇
帝
と
楊
貴
妃
の
逸
話
と

よ
く
似
て
い
ま
す
。

　

長
恨
歌
に
「
三
千
の
寵
愛
一
身
に
あ
り
」
と
詠

わ
れ
る
よ
う
に
、
玄
宗
に
は
、
三
千
の
后
が
あ
っ
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ご
す
い
で
ん

お

「
熊
野
権
現
縁
起
絵
巻
」
和
歌
山
県
立
博
物
館
所
蔵

                              　
寛
永
十
四
年
（
１
６
３
７
）
成
立

た
と
さ
れ
ま
す
が
、
楊
貴
妃
一
人
に
夢
中
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
た
め
に
、
国
が
乱
れ
、
玄
宗
は
楊
貴
妃
の

処
刑
を
許
さ
ざ
る
負
え
な
く
な
る
の
で
す
。

　

五
衰
殿
の
女
御
の
魂
は
、
そ
の
後
、
熊
野
に
飛
来

し
て
、
熊
野
の
神
と
な
る
の
で
す
が
、
も
し
も
、
楊

貴
妃
が
熊
野
に
祀
ら
れ
て
い
る
の
だ
と
し
た
ら
、「
五

衰
殿
の
女
御
」
の
お
話
は
、
そ
の
事
を
あ
ら
わ
し
て

い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　

五
衰
と
は
、
天
人
の
長
寿
の
末
に
迎
え
る
死
の
直

前
に
現
れ
る
五
つ
の
兆
し
の
こ
と
を
さ
し
ま
す
。

　

能
に
「
楊
貴
妃
」
と
い
う
演
目
が
あ
り
ま
す
が
、

そ
の
演
目
の
中
で
、
楊
貴
妃
は
、
五
衰
し
た
末
に
、

人
間
界
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
天
女
だ
と
さ
れ
て
い
ま

す
。（
資
料　
　

能
「
楊
貴
妃
」
抜
粋
）

　

こ
の
こ
と
か
ら
も
、
私
に
は
、
五
衰
殿
の
女
御
の

正
体
が
楊
貴
妃
で
あ
る
と
い
う
疑
い
が
、
ま
す
ま
す

強
く
な
る
の
で
す
。
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中
辺
路
「
熊
野
古
道
館
」
の
展
示
よ
り

10



　
楊
子
薬
師
縁
起
︵
お
柳
さ
ん
の
伝
説
︶　

　

楊
子
川
の
畔
に
「
楊
子
薬
師
」
が
あ
り
、
そ
こ
に
お
柳
さ
ん
の
伝
説
が
あ
り
ま
す
。（
解
説
５　

お
柳
さ
ん
の
伝
説

に
つ
い
て
）

　

お
柳
さ
ん
は
、
三
十
三
間
堂
の
棟
木
に
な
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
の
で
す
が
、
実
際
の
三
十
三
間
堂
の
棟
木
に
、
柳

は
使
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
、
た
だ
の
荒
唐
無
稽
な
創
作
民
話
だ
と
片
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
お
柳
さ
ん

の
伝
説
は
、浄
瑠
璃
の
「
よ
こ
ぞ
ね
の
平
太
郎
」「
熊
野
権
現
開
帳
」「
都
三
十
三
間
堂
棟
由
来
」、「
祇
園
女
御
九
重
錦
」、

歌
舞
伎
の
「
柳
女
九
重
錦
」、
鶴
屋
南
北
の
書
い
た
「
玉
藻
前
祇
園
公
服
」
等
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

三
十
三
間
堂
で
は
、
正
月
一
七
日
に
「
楊
枝
の
お
加
持
」
と
い
う
「
楊
枝
」
で
、
観
音
さ
ま
に
祈
願
し
た
法
水
を
参

拝
者
に
注
ぐ
儀
式
が
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

  

こ
の
物
語
が
、
な
ん
の
由
縁
も
な
い
た
だ
の
伝
説
と
は
思
わ
れ
ま
せ
ん
。

　

物
語
は
、
三
四
回
も
の
熊
野
詣
を
行
な
っ
た
と
さ
れ
る
後
白
河
法
皇
が
、
熊
野
権
現
の
夢
の
お
告
げ
を
受
け
る
と

こ
ろ
か
ら
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

私
は
、
こ
の
お
柳
さ
ん
の
伝
説
を
、
後
白
河
法
皇
の
柳
の
女
神
（
楊
貴
妃
）
信
仰
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ま
す
。

　

楊
貴
妃
の
楊
は
、
柳
の
別
字
で
す
。
柳
眉
、
柳
腰
（
や
な
ぎ
ご
し
）
な
ど
、
楊
貴
妃
の
美
し
さ
は
、
し
ば
し
ば
、

柳
で
例
え
ら
れ
ま
す
。
お
柳
さ
ん
の
正
体
も
楊
貴
妃
と
考
え
て
よ
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　

後
白
河
法
皇
に
夢
の
お
告
げ
を
し
た
熊
野
権
現
で
す
が
、
こ
れ
は
、
京
都
東
山
に
あ
る
今
熊
野
観
音
寺
の
十
一
面

観
音
で
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
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や
な
ぎ

り
ゅ
う
び

り
ゅ
う
よ
う

や
な
ぎ
さ
く
ら

た
ま
も
ま
え
く
も
ゐ
の
は
れ
ぎ
ぬ

か

じ

　

今
熊
野
観
音
寺
は
、
現
在
、
天
皇
家
の
菩
提
寺
で
、
御
寺
と
呼
ば
れ
る
泉
涌
寺
の
敷
地
内
に
あ
り
ま
す
、

　

泉
涌
寺
は
、
鎌
倉
時
代
の
初
期
に
源
頼
朝
の
家
臣
で
あ
っ
た
宇
都
宮
信
房
が
月
輪
大
師
俊
芿
に
寄
進
し
て
出
来
た

お
寺
な
の
で
す
が
、
今
熊
野
観
音
寺
は
、
創
設
が
平
安
時
代
の
初
期
で
あ
る
と
言
わ
れ
、
こ
の
泉
涌
寺
の
前
身
で
あ

る
と
も
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。（
た
だ
し
、
創
設
の
頃
は
、
東
山
観
音
寺
と
称
し
て
い
た
そ
う
で
、
今
熊
野
観
音
寺
の
名

前
は
、
後
白
河
法
皇
が
付
け
た
の
だ
そ
う
で
す
。）

　

こ
の
泉
涌
寺
に
、
国
の
重
要
文
化
財
に
も
指
定
さ
れ
て
い
る
聖
観
音
像
、
別
名
「
楊
貴
妃
観
音
」
が
あ
り
ま
す
。

　

楊
貴
妃
観
音
像
は
、
白
檀
の
木
を
使
っ
た
寄
せ
木
作
り
の
観
音
像
で
、
玄
宗
皇
帝
が
、
楊
貴
妃
の
面
影
を
偲
ぶ
た

め
に
作
ら
せ
た
も
の
だ
と
い
う
伝
承
が
あ
り
ま
す
、

　

実
際
に
は
、
楊
貴
妃
観
音
は
、
構
造
か
ら
み
て
、
南
宋
時

代
に
造
ら
れ
た
ら
し
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ

う
で
あ
っ
て
も
、
こ
の
楊
貴
妃
観
音
が
存
在
す
る
事
が
、
熊

野
信
仰
の
隆
盛
期
で
あ
る
平
安
末
期
〜
鎌
倉
時
代
初
期
に
、

楊
貴
妃
信
仰
が
存
在
し
た
こ
と
を
裏
付
け
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

楊
貴
妃
観
音
の
あ
る
泉
涌
寺
の
前
身
が
今
熊
野
観
音
寺
で

あ
り
、
楊
子
薬
師
伝
説
と
結
び
つ
い
て
い
る
・・・
こ
の
こ
と
が
、

お
柳
さ
ん
の
正
体
が
楊
貴
妃
で
あ
り
、
熊
野
の
楊
貴
妃
信
仰

を
示
し
て
い
る
と
考
え
ま
す
が
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？
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み
て
ら

せ
ん
に
ゅ
う
じが

ち
り
ん
だ
い
し
し
ゅ
ん
じ
ょ
う

写
真

泉
湧
寺
「
楊
貴
妃
観
音
像
」

      

鎌
倉
時
代
初
期　
寛
喜
２
年
（
１
２
３
０
）
渡
来
と
伝
わ
る



　
お
わ
り
に

　

い
か
が
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
？

　

お
そ
ら
く
、「
熊
野
三
山
信
仰
が
楊
貴
妃
信
仰
で
あ
る
」
と
い
う
仮
説
が
、
た
だ
の
妄
想
と
し
て
片
付
け
ら
れ
な
い

と
い
う
事
を
、
少
し
は
、
御
理
解
し
て
い
た
だ
け
た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
最
初
に
書
い
た
よ
う
に
、
こ
の
小
冊
子
に
示
し
た
「
熊
野
の
楊
貴
妃
信
仰
」
は
、「
龍
神
楊
貴
妃
伝
」
の

ご
く
一
部
で
あ
り
、
入
り
口
で
あ
る
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。「
龍
神
楊
貴
妃
伝
」
で
は
、
こ
の
他
、「
熊
野
の
犬
飼
・
千
代
定
」

の
正
体
、「
三
枚
月
・
三
体
月
伝
説
」
の
意
味
、
熊
野
の
主
神
で
あ
る
「
家
都
美
御
子
大
神
」「
結
神
」
の
正
体
、
こ

れ
ら
を
楊
貴
妃
信
仰
で
説
明
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、「
龍
神
楊
貴
妃
伝
」
は
、熊
野
の
事
ば
か
り
で
は
な
く
、「
高
野
山
」「
伏
見
稲
荷
」
そ
し
て
、も
ち
ろ
ん
、「
田
辺
・

龍
神
村
」
の
謎
、「
野
馬
臺
詩
」「
九
尾
の
狐
伝
説
」「
吉
備
入
唐
伝
説
」「
日
本
に
渡
っ
て
か
ら
の
楊
貴
妃
の
生
涯
」

に
い
た
る
ま
で
、
残
さ
れ
た
伝
説
や
伝
承
、
記
録
、
物
証
を
も
と
に
、
解
き
明
か
し
て
い
ま
す
。

　

興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
け
ま
し
た
ら
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
、
知
見
を
ま
と
め
た
も
の
を
公
開
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

「
龍
神
楊
貴
妃
伝
」
で
検
索
い
た
だ
く
か
、
サ
イ
ト
ア
ド
レ
ス
（h

ttp
:/

/
w

w
w

.m
in

o
m

u
si.n

et/
y
o
u
k
ih

i/

）
を
御
覧

く
だ
さ
い
。
ま
た
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
「
龍
神
村
楊
貴
妃
伝
説
」（h

ttp
s:/

/
w

w
w

.faceb
o
o
k
.co

m
/
ry

u
jin

y
o
u
k
ih

i

）
で
は
、

さ
ら
に
、
新
し
い
知
見
を
発
表
し
、
考
察
・
検
討
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

ご
意
見
等
を
、
い
た
だ
け
ま
し
た
ら
幸
い
で
す
。
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資
料
編



資
料
１
　
旧
唐
書
・
新
唐
書
　
列
伝
　
后
妃
抜
粋

旧
唐
書　

上
皇
密
令
中
使
改
葬
於
他
所
。
初
瘞
時
以
紫
褥
裹
之
，
肌
膚
已
壞
，
而
香
囊
仍
在
。
內
官
以
獻
，
上
皇
視
之
淒
惋
，
乃
令
圖
其

形
於
別
殿
，
朝
夕
視
之
。

　
　
　
　
　

訳
文

上
皇
は
、
密
か
に
中
使
に
命
じ
て
（
楊
貴
妃
の
墓
を
）
他
所
に
改
葬
さ
せ
た
。
初
め
瘞
め
た
時
に
は
、
紫
の
褥
を
以
て
之
を
裹

ん
だ
の
だ
が
、
肌
膚
は
す
で
に
壊
れ
て
な
く
、
香
囊
の
み
が
な
お
残
っ
て
い
た
。
内
官
は
、（
香
囊
を
）
以
て
（
玄
宗
に
）
献
じ
た
。

上
皇
は
之
を
視
て
嘆
き
悲
し
ん
だ
。
乃
ち
、
そ
の
形
（
楊
貴
妃
）
を
別
殿
に
描
か
せ
、
朝
夕
、
之
を
視
て
い
た
。

新
唐
書　

密
遣
中
使
者
具
棺
槨
它
葬
焉
。
啟
瘞
，
故
香
囊
猶
在
，
中
人
以
獻
，
帝
視
之
，
淒
感
流
涕
，
命
工
貌
妃
於
別
殿
，
朝
夕
往
，
必
為
鯁
欷
。

　
　
　
　
　

訳
文

密
か
に
中
使
者
を
遣
わ
し
（
楊
貴
妃
を
）
葬
っ
た
所
に
棺
槨
を
具
え
さ
せ
た
。
瘞
め
た
所
に
は
、
た
だ
、
香
囊
の
み
が
あ
っ
た

だ
け
だ
っ
た
の
で
、
中
人
は
、
是
を
も
っ
て
（
帝
に
）
献
じ
た
。
帝
は
之
を
視
て
、
凄
ま
じ
く
涙
を
流
し
、
別
殿
に
妃
の
容
貌

を
描
か
せ
、
朝
夕
そ
こ
に
行
く
と
、
必
ず
す
す
り
泣
い
た
。

資
料
２
　
杜
甫
　﹁
哀
江
頭
﹂

少
陵
野
老
吞
聲
哭 

　
少
陵
の
野
老
聲
を
吞
ん
で
哭
す

春
日
潛
行
曲
江
曲 

　
春
日
潛
行
す
曲
江
の
曲

う
ず

う
ず

も

こ
う
の
う

こ
う
の
う

す
な
わ

つ
か

そ
な

ひ
つ
ぎ

み

つ
つ

し
と
ね
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し
ょ
う
り
ょ
う

や
ろ
う

こ
え

の

な
き

し
ゅ
ん
じ
ゅ
つ
せ
ん
ぎ
ょ
う

き
ょ
く
こ
う

き
ょ
く

江
頭
宮
殿
鎖
千
門 

　
江
頭
の
宮
殿
千
門
を
鎖
す

細
柳
新
蒲
為
誰
綠 

　
細
柳
新
蒲
誰
が
為
に
か
綠
な
る

憶
昔
霓
旌
下
南
苑 

　
憶
ふ
昔　

霓
旌
南
苑
に
下
り

苑
中
萬
物
生
顏
色 

　
苑
中
萬
物
顏
色
を
生
ぜ
し
を

昭
陽
殿
裡
第
一
人 

　
昭
陽
殿
裡
第
一
の
人

同
輦
隨
君
侍
君
側 

　
輦
を
同
じ
く
し
君
に
隨
っ
て
君
側
に
侍
す

輦
前
才
人
帶
弓
箭 

　
輦
前
の
才
人
弓
箭
を
帶
び

白
馬
嚼
嚙
黃
金
勒 

　
白
馬
嚼
嚙
す
黃
金
の
勒

翻
身
向
天
仰
射
雲 

　
身
を
翻
し
天
に
向
っ
て
仰
い
で
雲
を
射
れ
ば

一
笑
正
墜
雙
飛
翼 

　
一
笑
正
に
墜
つ
雙
飛
の
翼

明
眸
皓
齒
今
何
在 

　
明
眸
皓
齒
今
何
く
に
か
在
る

血
污
遊
魂
歸
不
得 

　
血
汚
れ
て
遊
魂
歸
り
得
ず

清
渭
東
流
劍
閣
深 

　
清
渭
東
流
し
劍
閣
深
し

去
住
彼
此
無
消
息 

　
去
住
彼
此
消
息
無
し

人
生
有
情
淚
沾
臆 

　
人
生
有
情
淚
臆
を
沾
す

江
水
江
花
豈
終
極 

　
江
水
江
花
豈
に
終
に
極
ら
ん
や

黃
昏
胡
騎
塵
滿
城 

　
黃
昏
胡
騎
塵
城
に
滿
つ

欲
往
城
南
望
城
北 

　
城
南
に
往
か
ん
と
欲
し
て
城
北
を
望
む

ひ
る
が
え

お
わ
り

き
わ
ま

え
ん
ち
ゅ
う

く
つ
わ

か
ら

さ
い
り
ゅ
う
し
ん
ぽ

し
ょ
う
よ
う
で
ん
り

こ
う
と
う

め
い
ぼ
う
こ
う
し

せ
い
い

そ
う
ひ

ひ

し

こ

き

と
ざ

お
ぼ

い
ず

か
え

あ
に

こ

が

ね
み

れ
ん

そ
し
ゃ
く

う
じ
ょ
う
る
い
お
く

と
う
り
ゅ
うじ

ん
じ
ょ
う

れ
ん
こ
ん

ゆ
う
こ
ん

け
ん
か
く

げ
い
せ
い

た

じ

み
ど
り
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い



　
　
　
　
　

意
味

少
陵
の
野
老
た
る
自
分
は
咽
び
そ
う
な
声
を
押
し
殺
し
な
が
ら
、
春
の
一
日
曲
江
の
あ
た
り
を
し
の
び
歩
く
、
川
の
ほ
と
り
の

宮
殿
は
門
を
閉
ざ
し
た
ま 

ま
、
柳
や
蒲
が
芽
吹
い
て
い
る
の
は
、
果
た
し
て
誰
の
た
め
だ
ろ
う
か
。

思
い
起
こ
す
に
、
か
つ
て
は
霓
旌
（
天
子
の
御
旗
）
の
一
団
が
南
苑
に
下
り
、
苑
中
の
万
物
が
華
や
か
に
輝
い
た
も
の
だ
っ
た
。

昭
陽
殿
裡
第
一
の
人
た
る
楊
貴
妃
は
、
玄
宗
皇
帝
と
同
じ
輦
（
天
子
の
乗
る
車
）
に
乗
っ
て
付
き
従
っ
て
い
た
。
輦
前
に
控
え

た
才
人
は
腰
に
弓
箭
を
帶
び
、
白
馬
は
黄
金
の
轡
を
嵌
め
て
い
た
。
才
人
の
一
人
が
身
を
翻
し
天
に
向
か
っ
て
矢
を
射
る
と
、

一
対
の
翼
が
楊
貴
妃
の
笑
顔
の
前
に
落
ち
て
き
た
も
の
だ
。

あ
の
明
眸
皓
齒
（
明
る
い
瞳
に
白
い
歯
）
の
人
は
い
ま
ど
こ
に
い
る
の
だ
ろ
う
か
、
血
は
汚
さ
れ
魂
は
遊
離
し
た
ま
ま
二
度
と

戻
ら
な
い
。
渭
水
は
東
へ
と
流
れ
劍
閣
の
谷
は
深
く
、
去
る
も
の
は
茫
々
と
し
て
消
息
も
な
い
人
生
の
転
変
の
む
な
し
さ
が
涙

を
催
さ
せ
る
。
江
水
江
花
は
極
ま
り
が 
な
い
と
い
う
の
に
、
い
ま
黄
昏
の
城
内
に
は
胡
騎
（
胡
の
軍
隊
）
が
塵
を
あ
げ
て
の
し

歩
い
て
い
る
。
自
分
は
城
南
に
行
こ
う
と
し
て
思
わ
ず
行
在
所
の
あ
る
北
の
方
向
を
見
て
し
ま
う
の
だ
。

資
料
３
　
白
居
易
　﹁
長
恨
歌
﹂

漢
皇
重
色
思
傾
國 

　
漢
皇
色
を
重
ん
じ
傾
国
を
思
う

御
宇
多
年
求
不
得 

　
御
宇
多
年
求
む
れ
ど
も
得
ず

楊
家
有
女
初
長
成 

　
楊
家
に
女
有
り
初
め
て
長
成
し

養
在
深
閨
人
未
識 

　
養
わ
れ
て
深
閨
に
在
り
人
未
だ
識
ら
ず

天
生
麗
質
難
自
棄 

　
天
生
の
麗
質
お
の
ず
か
ら
棄
て
難
く

一
朝
選
在
君
王
側 

　
一
朝
選
ば
れ
て
君
王
の
側
に
在
り

む
せげ

い
せ
い

け
ん
か
く

ぼ
う
ぼ
う

た
そ
が
れ

こ

き

い
す
い

ぎ
ょ
う

も
よ
お

め
い
ぼ
う
こ
う
し

け
い
こ
く

し
ん
け
い

く
つ
わ

が
ま

れ
ん

ひ
る
が
え

は

れ
ん
ぜ
ん

ち
り

し
ょ
う
り
ょ
う

し
ょ
う
よ
う
で
ん
り
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回
眸
一
笑
百
媚
生 

　
眸
を
回
ら
し
て
一
笑
す
れ
ば
百
媚
生
じ

六
宮
粉
黛
無
顏
色 

　
六
宮
の
粉
黛
顏
色
な
し

春
寒
賜
浴
華
清
池 

　
春
寒
う
し
て
浴
を
賜
う
華
清
の
池

温
泉
水
滑
洗
凝
脂 

　
温
泉
水
滑
か
に
し
て
凝
脂
を
洗
う

侍
兒
扶
起
嬌
無
力 

　
侍
兒
扶
け
起
せ
ば
嬌
と
し
て
力
な
く

始
是
新
承
恩
澤
時 

　
始
め
て
こ
れ
新
た
に
恩
沢
を
承
け
し
の
時

雲
鬢
花
顏
金
歩
搖 

　
雲
な
す
鬢
、
花
の
顏
、
金
の
歩
搖

芙
蓉
帳
暖
度
春
宵 

　
芙
蓉
の
帳
暖
か
く
春
宵
を
度
る

春
宵
苦
短
日
高
起 

　
春
宵
短
き
に
苦
ん
で
日
高
く
し
て
起
き

從
此
君
王
不
早
朝 

　
此
れ
よ
り
君
王
早
朝
せ
ず

承
歡
侍
宴
無
閒
暇 

　
歓
を
承
け
宴
に
侍
し
て
閑
暇
な
く

春
從
春
遊
夜
專
夜 

　
春
は
春
の
遊
び
に
従
い
夜
は
夜
を
専
ら
に
す

後
宮
佳
麗
三
千
人 

　
後
宮
の
佳
麗
三
千
人

三
千
寵
愛
在
一
身 

　
三
千
の
寵
愛
一
身
に
あ
り

金
屋
妝
成
嬌
侍
夜 

　
金
屋
妝
ひ
成
り
て
嬌
と
し
て
夜
に
侍
し

玉
樓
宴
罷
醉
和
春 

　
玉
楼
宴
罷
み
て
酔
ひ
て
春
に
和
す

姊
妹
弟
兄
皆
列
士 

　
姉
妹
弟
兄
皆
な
土
を
列
ね

可
憐
光
彩
生
門
戸 

　
憐
れ
む
べ
し
光
彩
門
戸
に
生
ず
る
を

れ
い
し
つ

お
ん
た
く

た
す

ひ
ゃ
く
び

き
ょ
う

ふ
ん
た
い

し
ゅ
ん
し
ょ
う

し
ゅ
ん
し
ょ
う

ち
ょ
う
あ
い

き
ん
お
く

ぎ
ょ
く
し

た
ま

び
ん

か
ん

か
ん
ば
せ

な
め
ら

と
ば
り

し
た
が

き
ょ
う

ま
か
り

か
ん
か

か
れ
い

か
せ
い

ほ
よ
う

ふ
よ
う

じ

ご

じ

じ

う

－20－

し
ま
い
て
い
け
い

こ
う
さ
い
も
ん
こ

ど



遂
令
天
下
父
母
心 

　
遂
に
天
下
の
父
母
の
心
を
し
て

不
重
生
男
重
生
女 

　
男
を
生
む
を
重
ん
ぜ
ず
女
を
生
む
を
重
ん
ぜ
し
む

驪
宮
高
處
入
青
雲 

　
驪
宮
高
き
処
青
雲
に
入
り

仙
樂
風
飄
處
處
聞 
　
仙
楽
風
に
飄
へ
り
て
処
処
に
聞
こ
ゆ

緩
歌
慢
舞
凝
絲
竹 
　
緩
歌
慢
舞
糸
竹
を
凝
ら
し

盡
日
君
王
看
不
足 

　
尽
日
君
王
看
れ
ど
も
足
ら
ず

漁
陽
鼙
鼓
動
地
來 

　
漁
陽
の
鼙
鼓
地
を
動
し
て
来
た
り

驚
破
霓
裳
羽
衣
曲 

　
驚
破
す
霓
裳
羽
衣
の
曲

九
重
城
闕
煙
塵
生 

　
九
重
の
城
闕
煙
塵
生
じ

千
乘
萬
騎
西
南
行 

　
千
乗
万
騎
西
南
に
行
く

翠
華
搖
搖
行
復
止 

　
翠
華
揺
揺
と
し
て
行
き
て
復
た
止
ま
る

西
出
都
門
百
餘
里 

　
西
の
か
た
都
門
を
出
づ
る
こ
と
百
余
里

六
軍
不
發
無
奈
何 

　
六
軍
発
せ
ず
奈
何
と
も
す
る
無
し

宛
轉
蛾
眉
馬
前
死 

　
宛
転
た
る
蛾
媚
馬
前
に
死
す

花
鈿
委
地
無
人
收 

　
花
鈿
地
に
委
せ
て
人
の
収
む
る
無
く

翠
翹
金
雀
玉
搔
頭 

　
翠
翹
、
金
雀
、
玉
搔
頭

君
王
掩
面
救
不
得 

　
君
主
面
を
掩
ひ
て
救
う
を
得
ず

回
看
血
涙
相
和
流 

　
廻
り
看
て
血
涙
相
和
し
て
流
る

う

い

が

び

ま

じ
ん
じ
つ

ぎ
ょ
よ
う

え
ん
じ
ん

よ
う
よ
う

え
ん
て
ん

き
ょ
う
は

だ
ん
か

ま
ん
ぶ

し
ち
く

げ
い
し
ょ
う

き
ゅ
う
じ
ょ
う

す
い
ぎ
ょ
う

き
ん
じ
ゃ
く

ぎ
ょ
く
ほ
う
と
う

じ
ょ
う
け
つ

ひ
る
が

か
せ
い
き
ゅ
う

へ
い
こ

い
か
ん

す
い
か

か
で
ん
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お
お

け
つ
る
い
あ
い
わ

黄
埃
散
漫
風
蕭
索 

　
黄
埃
、
散
漫
、
風
蕭
索

雲
棧
縈
紆
登
劍
閣 

　
雲
桟
縈
紆
、
剣
閣
を
登
る

峨
嵋
山
下
少
人
行 

　
蛾
媚
山
下
、
人
の
行
く
こ
と
少
に

旌
旗
無
光
日
色
薄 

　
旌
旗
光
無
く
日
色
薄
し

蜀
江
水
碧
蜀
山
青 

　
蜀
江
は
水
碧
に
し
て
蜀
山
は
青
し

聖
主
朝
朝
暮
暮
情 

　
聖
主
朝
朝
暮
暮
の
情

行
宮
見
月
傷
心
色 

　
行
宮
に
月
を
見
れ
ば
心
を
傷
ま
し
む
る
の
色
あ
り

夜
雨
聞
鈴
腸
斷
聲 

　
夜
雨
に
鈴
を
聞
け
ば
腸
を
断
つ
の
声
あ
り

天
旋
日
轉
迴
龍
馭 

　
天
旋
り
日
転
じ
て
竜
馭
を
迴
す

到
此
躊
躇
不
能
去 

　
此
に
致
り
て
躊
躇
し
て
去
る
能
は
ず

馬
嵬
坡
下
泥
土
中 

　
馬
嵬
坡
下
、
泥
土
の
中

不
見
玉
顏
空
死
處 

　
玉
顔
を
見
ず
空
し
く
死
せ
し
処

君
臣
相
顧
盡
霑
衣 

　
君
臣
、
相
顧
み
て
尽
く
衣
を
霑
す

東
望
都
門
信
馬
歸 

　
東
の
か
た
都
門
を
望
み
馬
に
信
せ
て
帰
る

歸
來
池
苑
皆
依
舊 

　
帰
り
来
た
れ
ば
池
苑
皆
旧
に
依
る

太
液
芙
蓉
未
央
柳 

　
太
液
の
芙
蓉
、
未
央
の
柳

芙
蓉
如
面
柳
如
眉 

　
芙
蓉
は
面
の
如
く
柳
は
眉
の
如
し

對
此
如
何
不
涙
垂 

　
此
に
対
し
て
如
何
ぞ
涙
垂
れ
ざ
ら
ん

ま
れ

こ
う
あ
い

ま
か

め
ぐ

け
ん
か
く

う
ん
せ
ん

さ
ん
ま
ん

た
い
え
き

さ
ん
か

ぼ

ぼ

や

う

よ

は

か

せ
い
き

ふ
よ
う

び
お
う

ば
か
い

ち
え
ん

え
い
ち

せ
い
し
ゅ
ち
ょ
う
ち
ょ
う

ち
ゅ
う
ち
ょ

り
ゅ
う
ぎ
ょ

は
ら
わ
た

あ
ん
ぐ
う

し
ょ
う
さ
く

し
ょ
く
こ
う

し
ょ
く
ざ
ん

み
ど
り

こ
と
ご
と

う
る
お

が

び
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い
か
ん

ふ
よ
う

お
も
て



春
風
桃
李
花
開
夜 

　
春
風
桃
李
花
開
く
の
夜

秋
雨
梧
桐
葉
落
時 

　
秋
雨
梧
桐
葉
落
つ
る
の
時

西
宮
南
苑
多
秋
草 

　
西
宮
、
南
苑
、
秋
草
多
く

宮
葉
滿
階
紅
不
掃 

　
宮
葉
、
階
に
満
れ
ど
も
紅
掃
は
ず

梨
園
弟
子
白
髮
新 
　
梨
園
の
弟
子
、
白
髪
新
に

椒
房
阿
監
青
娥
老 
　
椒
房
の
阿
監
、
青
娥
老
い
た
り

夕
殿
螢
飛
思
悄
然 

　
夕
殿
に
蛍
飛
ん
で
思
ひ
悄
然

孤
燈
挑
盡
未
成
眠 

　
孤
灯
、
挑
げ
尽
く
し
て
未
だ
眠
り
を
成
さ
ず

遲
遲
鐘
鼓
初
長
夜 

　
遅
遅
た
る
鐘
鼓
、
初
め
て
長
き
の
夜

耿
耿
星
河
欲
曙
天 

　
耿
耿
た
る
星
河
、
曙
け
ん
と
欲
す
る
天

鴛
鴦
瓦
冷
霜
華
重 

　
鴛
鴦
の
瓦
冷
や
や
か
に
し
て
霜
華
重
く

翡
翠
衾
寒
誰
與
共 

　
翡
翠
の
衾
は
寒
く
し
て
誰
と
共
に
せ
ん

悠
悠
生
死
別
經
年 

　
悠
悠
た
る
生
死
、
別
れ
て
年
を
経
た
り

魂
魄
不
曾
來
入
夢 

　
魂
魄
か
っ
て
来
た
り
て
夢
に
入
ら
ず

臨
邛
道
士
鴻
都
客 

　
臨
邛
の
道
士
、
鴻
都
の
客

能
以
精
誠
致
魂
魄 

　
能
く
精
誠
を
以
つ
て
魂
魄
を
致
す

為
感
君
王
輾
轉
思 

　
君
王
展
転
の
思
ひ
に
感
ず
る
が
為
に

遂
敎
方
士
殷
勤
覓 

　
遂
に
方
士
を
し
て
殷
勤
に
覓
め
し
む

と
う
り

ご
よ
うあ

か
ん

せ
い
が

み
つ

あ

よ

は
ら

か
か

こ
う
こ
う

せ
い
せ
い

こ
ん
ぱ
く

え
ん
お
う

こ
ん
ぱ
く

し
ゅ
う
う

り
ん
き
ょ
う

き
ゅ
う
よ
う

し
ゅ
く
ぼ
う

し
ょ
う
こ

し
ょ
う
ぜ
ん

こ
と
う

ひ
す
い

こ
う
と

し
と
ね

そ
う
か

あ
ら
た
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く
ん
お
う
て
ん
て
ん

い
ん
ぎ
ん

も
と

排
空
馭
氣
奔
如
電 

　
空
を
排
し
気
に
馭
し
て
奔
る
こ
と
電
の
如
く

上
窮
碧
落
下
黄
泉 

　
上
は
碧
落
を
窮
め
下
は
黄
泉

兩
處
茫
茫
皆
不
見 

　
両
処
、
茫
茫
と
し
て
皆
見
え
ず

忽
聞
海
上
有
仙
山 

　
忽
ち
聞
く
海
上
に
仙
山
有
り

山
在
虚
無
縹
緲
閒 

　
山
は
虚
無
縹
緲
の
間
に
在
り

樓
閣
玲
瓏
五
雲
起 

　
楼
閣
、
玲
瓏
と
し
て
五
雲
起
こ
り

其
中
綽
約
多
仙
子 

　
其
の
中
綽
約
と
し
て
仙
子
多
し

中
有
一
人
字
太
眞 

　
中
に
一
人
有
り
、
字
は
太
真

雪
膚
花
貌
參
差
是 

　
雪
の
膚
、
花
の
貌
、
参
差
と
し
て
是
な
り

金
闕
西
廂
叩
玉
扃 

　
金
闕
の
西
廂
、
玉
扁
を
叩
き

轉
敎
小
玉
報
雙
成 

　
転
じ
て
小
玉
を
し
て
双
成
に
報
ぜ
し
む

聞
道
漢
家
天
子
使 

　
聞
く
な
ら
く
漢
家
天
子
の
使
ひ
な
り
と

九
華
帳
裏
夢
魂
驚 

　
九
華
の
帳
裏
、
夢
魂
驚
く

攬
衣
推
枕
起
裴
回 

　
衣
を
攬
り
枕
を
推
し
て
起
ち
て
徘
徊
す

珠
箔
銀
屏
邐
迤
開 

　
珠
箔
銀
屏
、
邐
迤
と
し
て
開
く

雲
鬢
半
偏
新
睡
覺 

　
雲
鬢
半
ば
偏
き
て
新
た
に
睡
よ
り
覚
め

花
冠
不
整
下
堂
來 

　
花
冠
整
え
ず
堂
よ
り
下
り
来
た
る

風
吹
仙
袂
飄
颻
舉 

　
風
は
仙
袂
を
吹
き
て
飄
飄
と
し
て
挙
が
り

き
ん
け
つ

は
い

め
ざ

ぎ
ょ

は
し

い
な
ず
ま

か
ん
ば
せ あ

ざ
な

か
た
む

ね
む
り

ひ
ょ
う
び
ょ
う

さ
い
し
ょ
う

ぎ
ょ
く
け
い

し
ょ
う
ぎ
ょ
く

し
ゃ
く
や
く

た
ち
ま

へ
き
ら
く

ぼ
う
ぼ
う

ろ
う
か
く

た
い
し
ん

そ
う
せ
い

れ
い
ろ
う

は
い
か
い

ち
ょ
う
り

あ
ら

し
ゅ
は
く
ぎ
ん
ぺ
い

う
ん
び
ん

こ
う
せ
ん

き
わ

き
ょ
む

せ
ん
し

む
こ
ん

り

い

と

お

た

か
ん
け

し
ん
し
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か
か
ん

せ
ん
ぺ
い

ひ
ょ
う
ひ
ょ
う



猶
似
霓
裳
羽
衣
舞 

　
猶
、
霓
裳
羽
衣
の
舞
に
似
た
り

玉
容
寂
寞
涙
闌
干 

　
玉
容
寂
寞
、
涙
闌
干
た
り

梨
花
一
枝
春
帶
雨 

　
梨
花
一
枝
、
春
、
雨
を
帯
ぶ

含
情
凝
睇
謝
君
王 
　
情
を
含
み
睇
を
凝
ら
し
て
君
主
に
謝
す

一
別
音
容
兩
渺
茫 
　
一
別
、
音
容
、
両
つ
な
が
ら
渺
茫
た
り

昭
陽
殿
裏
恩
愛
絕 

　
昭
陽
殿
裏
、
恩
愛
絶
え

蓬
萊
宮
中
日
月
長 

　
蓬
莱
宮
中
、
日
月
長
し

回
頭
下
望
人
寰
處 

　
頭
を
迴
ら
し
て
下
、
人
寰
の
処
を
望
め
ば

不
見
長
安
見
塵
霧 

　
長
安
を
見
ず
し
て
塵
霧
を
見
る

唯
將
舊
物
表
深
情 

　
惟
だ
旧
物
を
将
つ
て
深
情
を
表
し

鈿
合
金
釵
寄
將
去 

　
鈿
合
金
釵
寄
せ
将
ち
去
ら
し
む

釵
留
一
股
合
一
扇 

　
釵
は
一
股
を
留
め
、
合
は
一
扇

釵
擘
黄
金
合
分
鈿 

　
釵
は
黄
金
を
擘
き
合
は
鈿
を
分
か
つ

但
敎
心
似
金
鈿
堅 

　
但
だ
心
を
し
て
金
鈿
の
堅
に
似
し
め
ば

天
上
人
閒
會
相
見 

　
天
上
人
間
、
会
ず
相
見
え
ん

臨
別
殷
勤
重
寄
詞 

　
別
れ
に
臨
み
て
殷
勤
に
重
ね
て
詞
を
寄
す

詞
中
有
誓
兩
心
知 

　
詞
中
誓
ひ
有
り
、
両
心
の
み
知
る

七
月
七
日
長
生
殿 

　
七
月
七
日
、
長
生
殿

で
ん
り

い
っ
し

た い
ち
べ
つ

で
ん
ご
う

き
ん
で
ん

い
ん
ぎ
ん

お
ん
よ
う

ほ
う
ら
い

じ
ん
じ
つ

と
ど

ご
う

ご
う

お
ん
あ
い

げ
い
し
ょ
う

き
ゅ
う
ち
ゅ
う

び
ょ
う
ぼ
う

か
た
き

し
ょ
う
よ
う

ぎ
ょ
く
よ
う
せ
き
じ
ゃ
く

な
お

う

い

お

り

か

こ
う
べ

き
ゅ
う
ぶ
つ

し
ん
じ
ょ
う

じ
ん
か
ん

い
っ
せ
ん

き
ん
さ
い

さ
い

さ
い

の
ぞ

さ
い

て
ん
じ
ょ
う
じ
ん
か
ん

ら
ん
か
ん

て
い

ふ
た

さ

た

い
っ
こ

じ
ん
む
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し
ち
ゅ
う

夜
半
無
人
私
語
時 

　
夜
半
人
無
く
私
語
の
時

在
天
願
作
比
翼
鳥 

　
天
に
在
り
て
は
願
は
く
は
比
翼
の
鳥
と
作
り

在
地
願
爲
連
理
枝
　 

地
に
在
り
て
は
願
は
く
は
連
理
の
枝
と
為
ら
ん
と

天
長
地
久
有
時
盡
　 

天
は
長
く
地
は
久
し
き
も
時
有
り
て
尽
く

此
恨
綿
綿
無
絕
期 

　
此
の
恨
み
は
綿
綿
と
し
て
尽
く
る
の
期
無
か
ら
ん

　
　
　
　
　

意
味

　

漢
の
皇
帝
（
玄
宗
は
唐
の
皇
帝
だ
が
、
白
居
易
は
、
漢
の
皇
帝
に
例
え
て
い
る
）
は
傾
国
（
国
を
傾
け
て
も
よ
い
ほ
ど
の
美
女
）

を
得
た
い
と
望
ん
で
い
た
。
し
か
し
長
年
の
治
世
に
も
得
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

　

楊
家
の
娘
は
よ
う
や
く
一
人
前
に
な
る
こ
ろ
で
あ
っ
た
が
、
深
窓
の
令
嬢
と
し
て
大
切
に
育
て
ら
れ
、
周
囲
に
は
知
ら
れ
て

い
な
か
っ
た
。

　

し
か
し
、
天
性
の
美
は
自
然
と
捨
て
置
か
れ
ず
、
あ
る
日
選
ば
れ
て
王
の
側
に
上
が
っ
た
。

　

視
線
を
め
ぐ
ら
せ
て
微
笑
め
ば
百
の
媚
態
が
生
ま
れ
る
。
こ
れ
に
は
後
宮
の
化
粧
を
施
し
た
美
女
達
も
色
あ
せ
て
見
え
る
ほ

ど
だ
っ
た
。

　

春
の
ま
だ
寒
い
こ
ろ
、
少
女
は
華
清
池
の
温
泉
を
賜
っ
た
。
温
泉
の
水
は
滑
ら
か
に
白
い
肌
を
洗
う
。

　

侍
女
が
助
け
起
こ
す
と
な
よ
や
か
で
力
な
い
。
こ
う
し
て
晴
れ
て
皇
帝
の
寵
愛
を
受
け
た
の
で
あ
っ
た
。

　

や
わ
ら
か
な
髪
、
花
の
よ
う
な
顔
、
少
女
の
歩
み
に
つ
れ
て
金
の
か
ん
ざ
し
が
揺
れ
る
。
芙
蓉
の
模
様
の
と
ば
り
は
暖
か
く
、

皇
帝
は
春
の
宵
を
過
ご
し
た
。

や
は
ん

ひ
よ
く

ふ
よ
う

れ
ん
り

は
く
き
ょ
い

め
ん
め
ん

け
い
こ
く

ち
ょ
う
あ
い

げ
ん
そ
う

か
ん

よ
う

し

ご

なな

つき

つ

じ
じ
ょ

び
た
い

か
せ
い
ち

ほ
ど
こ

た
ま
わ
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春
の
宵
は
あ
ま
り
に
短
く
、
日
が
高
く
な
っ
て
起
き
出
す
。
こ
れ
よ
り
王
は
早
朝
の
執
政
を
止
め
て
し
ま
っ
た
。

　

少
女
は
、
王
の
意
を
受
け
て
宴
に
侍
っ
て
途
切
れ
る
暇
も
な
い
。
春
に
は
春
の
遊
び
に
従
い
、
夜
は
夜
で
王
の
側
に
一
人
で

侍
る
。

　

後
宮
に
は
三
千
人
の
美
女
が
い
た
が
、
少
女
は
三
千
人
分
の
寵
愛
を
い
ま
や
一
身
に
受
け
て
い
る
。

　

金
の
御
殿
で
化
粧
を
凝
ら
し
て
、
艶
め
か
し
く
夜
も
侍
る
。
玉
楼
で
の
宴
が
果
て
た
後
、
春
の
よ
う
な
気
分
に
酔
う
。

　

彼
女
の
縁
戚
は
み
な
列
士
と
な
り
、
輝
か
し
い
栄
光
が
一
族
に
訪
れ
た
。

　

遂
に
は
世
間
の
親
た
ち
も
、
男
児
の
誕
生
よ
り
女
児
の
誕
生
を
喜
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。

　

驪
山
の
離
宮
は
高
所
に
あ
っ
て
雲
に
隠
れ
る
ほ
ど
で
あ
る
。
天
上
の
音
楽
が
風
に
乗
っ
て
あ
ち
こ
ち
か
ら
聞
こ
え
る
。

　

の
び
や
か
な
歌
や
踊
り
、
笛
や
琴
の
音
も
美
し
く
、
王
は
終
日
眺
め
て
見
飽
き
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。

　

突
如
、
漁
陽
の
陣
太
鼓
が
地
を
揺
る
が
し
て
迫
り
、
霓
裳
羽
衣
の
曲
を
楽
し
む
日
々
は
砕
け
散
っ
た
。（
安
禄
山
が
漁
陽
で
兵

を
あ
げ
、
都
に
せ
め
て
来
た
）

　

王
宮
の
奥
に
も
煙
と
粉
塵
が
立
ち
上
っ
た
。（
皇
帝
は
都
を
捨
て
）
車
や
騎
兵
の
大
軍
は
西
南
を
目
指
し
て
い
っ
た
。
か
わ
せ

み
の
羽
で
飾
っ
た
天
子
の
御
旗
は
ゆ
ら
ゆ
ら
と
進
ん
で
は
止
ま
り
、
都
の
西
門
を
出
て
百
里
の
あ
た
り
ま
で
来
た
。

　

そ
こ
か
ら
、
も
は
や
軍
は
進
も
う
と
せ
ず
、
如
何
と
も
し
が
た
く
、
優
美
な
眉
の
美
女
は
天
子
の
馬
前
で
死
し
た
の
で
あ
っ
た
。

（
兵
士
た
ち
が
反
乱
を
起
こ
し
、
玄
宗
皇
帝
は
、
そ
れ
を
鎮
め
る
た
め
、
楊
貴
妃
に
死
刑
命
令
を
下
し
た
）

　

花
の
か
ん
ざ
し
は
地
に
落
ち
て
拾
い
上
げ
る
も
の
も
な
く
、
翡
翠
や
金
雀
（
金
の
雀
の
飾
り
の
か
ん
ざ
し
）、
宝
玉
の
髪
飾
り

も
同
様
で
あ
っ
た
。

し
っ
せ
い

ち
ょ
う
あ
い

げ
い
し
ょ
う

き
ん
じ
ゃ
く

ぎ
ょ
く
ろ
う

は
べ

は
べ

な
ま

し
ず

は
べ

れ
っ
し

り
ざ
ん

い
か
ん

ひ
す
い

ば
ぜ
ん

う

い

え
ん
せ
き

ふ
ん
じ
ん

ぎ
ょ
よ
う

う
た
げ
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王
は
顔
を
覆
う
ば
か
り
で
助
け
る
こ
と
も
で
き
ず
、
振
り
返
る
目
か
ら
は
血
の
涙
が
流
れ
た
。

　

黄
色
い
砂
塵
が
舞
い
、
風
が
も
の
さ
び
し
く
吹
き
す
さ
ぶ
。
雲
に
か
か
る
ほ
ど
の
険
し
い
道
を
剣
閣
へ
と
登
る
。

　

峨
嵋
山
の
ふ
も
と
に
は
道
行
く
人
も
少
な
い
。
天
子
の
御
旗
も
今
は
光
な
く
、
日
の
光
さ
え
弱
々
し
い
。

　

蜀
江
の
水
は
深
緑
色
、
蜀
山
は
青
々
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
王
は
朝
も
夕
も
彼
女
を
恋
い
慕
っ
て
嘆
い
た
。

　

仮
御
所
の
月
を
見
れ
ば
心
が
痛
み
、
夜
に
雨
音
を
聞
け
ば
断
腸
の
思
い
で
あ
る
。

　

世
情
が
変
わ
っ
て
天
子
の
御
車
も
方
向
を
転
じ
て
都
を
目
指
す
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
心
が
引
か
れ
て
こ
の
地
（
楊
貴
妃

の
死
ん
だ
馬
嵬
）
を
立
ち
去
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

　

馬
嵬
の
坂
の
泥
の
中
に
、
も
は
や
か
つ
て
の
玉
の
よ
う
に
美
し
い
顔
（
楊
貴
妃
）
は
見
る
こ
と
が
で
き
ず
、
そ
の
跡
が
む
な

し
く
残
る
ば
か
り
。

　

君
臣
は
互
い
に
振
り
返
り
な
が
ら
旅
の
衣
を
涙
で
濡
ら
し
、
東
に
都
の
門
を
望
み
な
が
ら
馬
に
任
せ
て
帰
っ
た
。

　

帰
っ
て
き
て
み
れ
ば
池
も
庭
も
み
な
元
の
ま
ま
で
、
太
液
池
の
芙
蓉
（
蓮
）
も
未
央
宮
の
柳
も
変
わ
り
な
い
の
で
あ
る
。

　

芙
蓉
（
蓮
）
の
花
は
彼
女
の
顔
の
よ
う
、
柳
は
彼
女
の
眉
の
よ
う
で
、
こ
れ
を
見
て
ど
う
し
て
涙
を
流
さ
ず
に
お
ら
れ
よ
う
か
。

　

春
風
に
桃
李
の
花
が
夜
開
き
、
秋
雨
に
桐
の
葉
が
落
ち
る
。

　

西
の
宮
殿
の
南
の
庭
に
は
秋
草
が
繁
り
、
落
ち
た
葉
が
き
ざ
は
し
を
赤
く
埋
め
尽
く
し
て
も
掃
き
清
め
る
人
も
な
い
。

　

か
つ
て
の
梨
園
の
弟
子
も
す
っ
か
り
白
髪
が
増
え
、
椒
房
の
女
官
（
阿
監
、
青
娥
）
も
す
っ
か
り
年
を
と
っ
た
。
夕
方
の
宮

殿
に
蛍
が
飛
ぶ
の
を
見
て
も
（
玄
宗
は
）
悄
然
と
し
て
考
え
る
。
ひ
と
つ
残
っ
た
灯
り
を
と
も
し
き
っ
て
も
ま
だ
眠
り
に
就
く

こ
と
が
で
き
な
い
。

お
お

は
す

き
り

し
げ

け
わ

ま
か

な
げ

け
ん
か
く

ば
か
い

と
う
りり

え
ん

ば
か
い

が
び
さ
ん

さ
じ
ん

み
は
た

あ
か
ん

せ
い
が

ふ
よ
う

ふ
よ
う

お
く
る
ま

た
い
え
き

し
ょ
く
こ
う

し
ょ
う
ぜ
ん

せ
じ
ょ
う

し
ゅ
う
う

か
り
ご
し
ょ

だ
ん
ち
ょ
う

し
ょ
う
ぼ
う

び
お
う
き
ゅ
う

し
ょ
く
ざ
ん
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時
を
告
げ
る
鐘
鼓
は
遅
々
と
し
て
夜
の
長
さ
を
思
い
知
ら
せ
る
。
天
の
川
は
う
っ
す
ら
光
っ
て
空
は
明
け
よ
う
と
し
て
い
る
。

　

お
し
ど
り
の
瓦
は
冷
え
冷
え
と
し
て
霜
が
真
っ
白
に
積
も
る
。
か
わ
せ
み
の
夜
具
は
冷
え
切
っ
て
い
て
共
に
休
む
人
も
い
な

い
。

　

遥
か
遠
く
生
死
を
分
け
て
か
ら
幾
年
月
、
彼
女
の
魂
魄
が
会
い
に
来
て
夢
に
現
れ
る
こ
と
も
な
か
っ
た
。

　

臨
邛
の
道
士
が
都
に
旅
人
と
し
て
訪
れ
て
お
り
、
祈
れ
ば
、
魂
魄
を
招
く
事
が
出
来
る
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
。

　

王
が
眠
れ
ぬ
夜
を
重
ね
て
い
る
こ
と
を
案
じ
て
い
た
人
々
は
、
彼
に
楊
貴
妃
の
霊
を
念
入
り
に
捜
し
求
め
る
よ
う
に
し
た
の

で
あ
る
。

　

道
士
は
、
空
を
切
っ
て
気
流
を
と
ら
え
雷
の
ご
と
く
天
駆
け
、
天
に
昇
り
地
に
入
っ
て
く
ま
な
く
捜
し
求
め
る
。

　

上
は
空
の
窮
み
ま
で
、
下
は
黄
泉
ま
で
探
し
た
が
、
ど
ち
ら
も
た
だ
茫
々
と
し
て
果
て
な
く
彼
女
を
見
つ
け
る
こ
と
は
で
き

な
か
っ
た
。

　

そ
の
う
ち
に
道
士
は
、
海
上
に
仙
人
の
山
が
あ
る
と
聞
き
及
ん
だ
。
山
は
何
も
な
い
と
こ
ろ
に
ぽ
つ
ん
と
在
る
と
い
う
。

　

楼
閣
は
玲
瓏
と
し
て
美
し
く
五
色
の
雲
が
起
こ
っ
て
い
る
。
そ
の
中
に
た
お
や
か
な
仙
女
が
た
く
さ
ん
い
た
。

　

そ
の
一
人
は
名
を
太
真
と
い
っ
た
。
雪
の
よ
う
な
肌
、
花
の
よ
う
な
容
貌
、
ど
う
や
ら
彼
女
が
楊
貴
妃
ら
し
い
。

　

道
士
は
、
金
の
御
殿
の
西
の
棟
に
宝
玉
の
扉
を
叩
い
て
訪
れ
、
小
玉
（
見
習
い
少
女
）
を
使
い
に
し
て
双
成
に
取
次
を
頼
ん
だ
。

　

漢
の
天
子
の
使
い
と
聞
い
て
、
幾
重
も
の
美
し
い
と
ば
り
の
中
で
眠
り
に
つ
い
て
い
た
楊
貴
妃
の
魂
は
驚
い
た
。

　

衣
装
を
ま
と
い
枕
を
押
し
や
っ
て
起
き
上
が
り
、
し
ば
ら
く
躊
躇
し
て
か
ら
玉
の
簾
や
銀
の
屏
風
を
次
々
に
開
い
て
現
わ
れ

た
。

し
ょ
う
こ

き
わ

と
う よ

み
い
く
え

あ
ま
か

こ
ん
ぱ
く

び
ょ
う
ぶ

ろ
う
か
く

れ
い
ろ
う

ぼ
う
ぼ
う

い
な
ず
ま

す
だ
れ

た
い
し
ん

よ
う
ぼ
う

そ
う
せ
い

し
ょ
う
ぎ
ょ
く

ち
ゅ
う
ち
ょ

り
ん
き
ょ
う
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雲
の
よ
う
な
髪
は
少
し
崩
れ
て
目
覚
め
た
ば
か
り
の
様
子
。
花
の
冠
も
整
え
な
い
ま
ま
堂
に
降
り
て
き
た
。

　

風
が
吹
い
て
仙
女
の
袂
は
ひ
ら
ひ
ら
と
舞
い
上
が
り
、
霓
裳
羽
衣
の
舞
を
舞
っ
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
。

　

玉
の
よ
う
な
美
し
い
顔
は
寂
し
げ
で
、
涙
が
ぽ
ろ
ぽ
ろ
と
こ
ぼ
れ
る
。
梨
の
花
が
一
枝
、
雨
に
濡
れ
た
よ
う
な
風
情
で
あ
る
。

　

楊
貴
妃
は
、
思
い
の
こ
も
っ
た
眼
差
し
で
、
君
王
に
謝
辞
を
述
べ
た
。

　

あ
の
別
れ
以
来
、
声
も
姿
も
両
共
に
遠
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　

昭
陽
殿
で
の
恩
愛
も
絶
え
、
こ
の
蓬
莱
宮
の
中
で
過
ご
し
た
時
間
も
長
く
な
り
ま
し
た
。

　

振
り
返
っ
て
人
間
世
界
を
見
下
ろ
し
て
み
て
も
、
長
安
は
見
え
ず
、
霧
や
塵
も
や
が
広
が
る
ば
か
り
で
す
。

　

今
は
た
だ
思
い
出
の
品
に
よ
っ
て
陛
下
に
私
の
深
情
を
示
し
ま
す
。
螺
鈿
の
小
箱
と
金
の
か
ん
ざ
し
を
形
見
に
お
持
ち
く
だ

さ
い
。

　

か
ん
ざ
し
の
脚
の
片
方
と
小
箱
の
蓋
を
こ
ち
ら
に
残
し
ま
し
ょ
う
。
か
ん
ざ
し
の
小
金
を
裂
き
小
箱
は
螺
鈿
を
分
か
ち
ま
し
ょ

う
。

　

金
や
螺
鈿
の
よ
う
に
心
を
堅
く
持
っ
て
い
れ
ば
、
天
上
と
人
間
界
と
に
別
れ
た
私
た
ち
も
い
つ
か
は
、
ま
た
会
え
る
で
し
ょ
う
。

　

楊
貴
妃
は
、
別
れ
に
際
し
、
て
い
ね
い
に
重
ね
て
言
葉
を
寄
せ
た
。
そ
の
中
に
、
王
と
彼
女
の
二
人
に
だ
け
に
わ
か
る
誓
い

の
言
葉
が
あ
っ
た
。

　

そ
れ
は
七
月
七
日
の
長
生
殿
、
誰
も
い
な
い
真
夜
中
に
親
し
く
二
人
で
語
り
合
っ
た
時
の
言
葉
で
あ
っ
た
。

　

「
天
に
あ
っ
て
は
願
わ
く
は
比
翼
の
鳥
と
な
り
、
地
に
あ
っ
て
は
願
わ
く
は
連
理
の
枝
と
な
り
ま
し
ょ
う
」
と
。

　

天
地
は
悠
久
と
い
え
ど
も
い
つ
か
は
尽
き
る
。
で
も
こ
の
悲
し
み
は
綿
々
と
続
い
て
絶
え
る
時
は
こ
な
い
の
で
あ
る
。

ふ
ぜ
い

お
ん
あ
い

ふ
た

ほ
う
ら
い

ら
で
ん

ら
で
ん

ら
で
ん

ひ
よ
く

れ
ん
り

ち
り

し
ょ
う
よ
う
で
ん

ち
ょ
う
せ
い
で
ん

た
も
と

げ
い
し
ょ
う
う
い
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め
ん
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ん
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う
き
ゅ
う



資
料
４
　
﹁
長
恨
歌
伝
﹂
あ
と
が
き

﹁
歌
既
成
，使
鸿
传
焉
。
世
所
不
闻
者
，予
非
开
元
遗
民
，不
得
知
。
世
所
知
者
，有
︽
玄
宗
本
纪
︾
在
。
今
但
传
︽
长
恨
歌
︾
云
尔
。﹂

　
　
　
　
　

訳
文

「
歌
既
に
成
り
、
鴻
を
し
て
伝
え
し
む
る
な
り
。
世
に
聞
こ
え
ざ
る
所
は
、
予
、
開
元
の
遺
民
に
非
ざ
れ
ば
、
識
る
こ
と
を
得
ず
。

世
に
知
る
所
は
、『
玄
宗
本
記
』
の
在
る
有
り
、
今
但
だ
『
長
恨
歌
』
を
傅
ふ
と
云
う
の
み
。」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

白
居
易

資
料
５
　
李
益
﹁
過
馬
嵬
二
首
﹂

路
至
墙
垣
问
樵
者
，
顾
予
云
是
太
真
宫
。
太
真
血
染
马
蹄
尽
，

朱
阁
影
随
天
际
空
。
丹
壑
不
闻
歌
吹
夜
，
玉
阶
唯
有
薜
萝
风
。

世
人
莫
重
霓
裳
曲
，
曾
致
干
戈
是
此
中
。

金
甲
银
旌
尽
已
回
，
苍
茫
罗
袖
隔
风
埃
。
浓
香
犹
自
随
鸾
辂
，

恨
魄
无
由
离
马
嵬
。
南
内
真
人
悲
帐
殿
，
东
溟
方
士
问
蓬
莱
。

唯
留
坡
畔
弯
环
月
，
时
送
残
辉
入
夜
台
。

　
　
　
　
　

訳
文

「
壁
垣
に
至
る
路
を
樵
者
に
問
う
、
願
わ
く
ば
予
是
を
太
真
宮
に
伝
え
ん
。
太
真
血
に
染
ま
り
馬
蹄
に
尽
く
、
朱
閣
影
隨
い
天
際

空
し
。
丹
の
壁
は
歌
を
聞
か
ず
、
玉
階
は
唯
苔
蔦
に
夜
風
の
吹
く
の
み
。
世
人
霓
裳
の
曲
を
重
ん
じ
る
な
か
れ
、
か
つ
て
是
此

の
中
に
干
戈
に
致
る
。

金
甲
銀
の
旌
は
回
り
尽
く
し
、
蒼
茫
の
羅
袖
は
風
埃
を
隔
て
る
。
沈
香
は
猶
天
子
の
車
に
随
い
、
恨
魄
は
馬
嵬
を
離
れ
失
わ
れ
た
。

か
い
げ
ん

つ
た

い
み
ん

げ
ん
そ
う
ほ
ん
き

す
で

た

こ
う

よ

よ

た
だ

げ
い
も

き
こ
り

つ

こ
れ

－31－

こ
ん
ぱ
く

な
お

ば
か
い

き
ん
ぺ
い
ぎ
ん

は
た

り
し
ゅ
う

ほ
こ
り

か
え

そ
う
ぼ
う

か
ん
か

南
内
の
真
人
帳
殿
に
悲
し
み
、
東
溟
の
方
士
蓬
莱
を
問
う
。
唯
坡
の
畔
環
月
の
器
に
留
め
る
、
時
を
送
り
残
輝
夜
台
に
入
る
。

資
料
６
　
﹁
渓
嵐
拾
葉
集
﹂
抜
粋

「
渓
嵐
拾
葉
集
」
巻
６　

抜
粋

「
問
。
以
我
国
習
蓬
莱
宮
方
如
何　
　

答
。
唐
玄
宗
帝
共
楊
貴
妃
至
蓬
莱
宮
。
其
蓬
莱
宮
者
。
我
国
今
熱
田
明
神
是
也
。
此
社
壇

後
有
五
輪
塔
婆
。
五
輪
銘
釈
迦
種
子
金
字
書
。
此
塔
婆
楊
貴
妃
墓
也
熱
田
神
義
見
」

　
　
　
　
　

訳
文

「
問
い
。
我
が
国
を
以
て
蓬
莱
宮
と
は
如
何
な
る
方
で
あ
る
か
？　

答
え
。　

唐
の
玄
宗
帝
と
楊
貴
妃
は
共
に
蓬
莱
宮
に
至
っ
た
。

こ
の
蓬
莱
宮
と
は
、
我
が
国
の
今
の
熱
田
明
神
で
あ
る
。
こ
の
社
の
壇
の
後
に
五
輪
の
塔
婆
が
あ
る
。
五
輪
の
銘
は
、
金
字
で

釈
迦
種
子
と
書
か
れ
る
。
こ
の
塔
婆
が
楊
貴
妃
の
墓
で
あ
る
と
熱
田
神
義
に
見
え
る
。」

資
料
７
　
李
白
﹁
清
平
調
詞
三
首
　
其
一
﹂

雲
想
衣
裳
花
想
容
　
　
　
雲
に
は
衣
裳
を
想
い　

花
に
は
容
を
想
う

春
風
拂
檻
露
華
濃
　
　
　
春
風　

檻
を
払
ら
っ
て　

露
華
濃
ま
や
か
な
り

若
非
羣
玉
山
頭
見
　
　
　
も
し
群
玉
山
頭
に
見
る
に
あ
ら
ず
ん
ば

會
向
瑤
臺
月
下
逢
　
　
　
会
な
ら
ず
瑶
台
月
下
に
向
か
っ
て
逢
わ
ん

　
　
　
　
　

意
味

た
だ
さ
か

く
も

お
も

か
ん

ろ

か

こ

か

か
た
ち

い
し
ょ
う

ぐ
ん
ぎ
ょ
く
さ
ん
と
う

よ
う
だ
い
げ
っ
か

し
ゅ
ん
ぷ
う

と
う
ば

ざ
ん
き
や
た
い

と
う
め
い

ち
ょ
う
で
ん
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雲
を
見
て
は
楊
貴
妃
の
衣
裳
を
想
い
、
牡
丹
を
見
て
は
楊
貴
妃
の
容
顔
を
想
う
。
春
風
は
欄
干
の
あ
た
り
を
払
い
、
露
の
光

は
光
っ
て
、
し
っ
と
り
と
花
上
に
置
か
れ
た
。 

こ
れ
ほ
ど
美
し
い
ひ
と
は
、
も
し
郡
玉
山
上
で
会
う
の
で
な
か
っ
た
ら
、
き
っ
と

瑶
台
の
月
の
下
で
し
か
会
え
な
い
だ
ろ
う
。

資
料
８
　
杜
甫
﹁
奉
同
郭
給
事
湯
東
靈
湫
作
　
其
二
抜
粋
﹂

翠
旗
澹
偃
蹇
，
雲
車
紛
少
留
。
　
　
　
翠
旗
澹
と
し
て
偃
蹇
た
り　

雲
車
粉
と
し
て
少
し
く
留
ま
る
。　
　
　
　
　
　

簫
鼓
蕩
四
溟
，
異
香
泱
漭
浮
。
　
　
　
簫
鼓
四
溟
を
蕩
か
す　

異
香
泱
漭
と
し
て
浮
ぶ
。

鮫
人
獻
微
綃
，
曾
祝
沉
豪
牛
。
　
　
　
鮫
人
微
綃
を
献
じ　

曾
祝
豪
牛
を
沈
む
。

百
祥
奔
盛
明
，
古
先
莫
能
儔
。
　
　
　
百
祥
盛
明
に
奔
る　

古
先
も
能
く
鱒
す
る
莫
し
。

坡
陀
金
蝦
蟆
，
出
見
蓋
有
由
。
　
　
　
披
陀
た
る
金
の
蝦
娯　

出
見
す
る
蓋
し
由
有
り
。

至
尊
顧
之
笑
，
王
母
不
肯
收
。
　
　
　
至
尊
之
を
顧
み
て
笑
う　

王
母
収
め
遣
め
ず
。

複
歸
虛
無
底
，
化
作
長
黃
虯
。
　
　
　
復
た
虚
無
の
底
に
帰
し　

化
し
て
長
き
黄
札
と
作
る
。

　
　
　
　
　

意
味

天
子
の
翠
旗
が
お
ご
そ
か
に
や
っ
て
く
る
と
、
雲
の
車
は
少
し
入
り
乱
れ
な
が
ら
留
っ
た
。

簫
や
鼓
の
音
が
周
囲
を
振
わ
せ
、
え
も
い
え
ぬ
香
り
が
辺
り
一
面
に
広
が
っ
て
い
る
。

鮫
人
（
船
人
）
は
薄
絹
を
献
じ
、
祝
い
に
豪
牛
を
沈
め
て
い
る
。（
神
に
捧
げ
る
生
贄
）

い
ろ
い
ろ
な
性
質
を
持
っ
た
者
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
活
躍
し
て
い
る
。
古
来
、
こ
ん
な
時
代
が
あ
っ
た
こ
と
は
な
い
。

で
こ
ぼ
こ
の
金
色
の
ガ
マ
ガ
エ
ル
（
安
禄
山
）
が
出
現
し
た
の
も
、
当
然
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

ら
ん
か
ん

よ
う
だ
い

よ
う
ぼ
う

と
ま

ぐ
ん
ぎ
ょ
く
ざ
ん
じ
ょ
う

い
け
に
え

ご
う
ぎ
ゅ
う

ぼ
た
ん

す
い
き

－33－

※

注
群
玉
山
は
、
西
王
母
が
居
る
処
と
さ
れ
る
山
。

瑶
台
も
、
王
母
が
暮
ら
す
と
い
う
美
し
い
高
楼
。

し
ょ
う

こ
う
じ
ん

皇
帝
（
玄
宗
）
は
、
之
を
顧
り
見
ら
れ
て
お
笑
い
に
な
ら
れ
た
。

王
母
（
楊
貴
妃
）
は
、（
安
禄
山
を
）
つ
か
ま
え
さ
せ
も
し
な
い
。

そ
こ
で
、
ふ
た
た
び
虚
無
の
底
へ
帰
っ
て
し
ま
っ
て
、
長
く
黄
色
い
蛟
と
化
し
て
し
ま
っ
た
。

資
料
９
　
清
少
納
言
﹁
枕
草
子
﹂
紫
式
部
﹁
源
氏
物
語
﹂
抜
粋

　
　
　
　
　
　

清
少
納
言　

「
枕
草
紙
」

梨
の
花
、
よ
に
す
さ
ま
じ
き
も
の
に
し
て
、
近
う
も
て
な
さ
ず
、
は
か
な
き
文
つ
け
な
ど
だ
に
せ
ず
。
愛
敬
お
く
れ
た
る
人
の

顔
な
ど
を
見
て
は
、
た
と
ひ
に
言
ふ
も
、
げ
に
、
葉
の
色
よ
り
は
じ
め
て
、
あ
い
な
く
見
ゆ
る
を
、
唐
土
に
は
限
り
な
き
も
の
に
て
、

文
に
も
作
る
、
な
ほ
さ
り
と
も
や
う
あ
ら
む
と
、
せ
め
て
見
れ
ば
、
花
び
ら
の
端
に
、
を
か
し
き
に
ほ
ひ
こ
そ
、
心
も
と
な
う

つ
き
た
め
れ
。 

楊
貴
妃
の
、
帝
の
御
使
ひ
に
会
ひ
て
泣
き
け
る
顔
に
似
せ
て
、「
梨
花
一
枝
、
春
、
雨
を
帯
び
た
り
。」 

な
ど
言
ひ

た
る
は
、
お
ぼ
ろ
け
な
ら
じ
と
思
ふ
に
、
な
ほ
い
み
じ
う
め
で
た
き
こ
と
は
、
た
ぐ
ひ
あ
ら
じ
と
お
ぼ
え
た
り
。

　
　
　
　
　
　

紫
式
部　

「
源
氏
物
語
」

か
の
贈
物
御
覧
ぜ
さ
す
。
亡
き
人
の
住
み
処
尋
ね
出
で
た
り
け
ん
、し
る
し
の
釵
な
ら
ま
し
か
ば
、と
思
ほ
す
も
、い
と
か
ひ
な
し
。

た
づ
ね
ゆ
く
ま
ぼ
ろ
し
も
が
な
つ
て
に
て
も
魂
の
あ
り
か
を
そ
こ
と
知
る
べ
く

絵
に
描
け
る
楊
貴
妃
の
容
貌
は
、
い
み
じ
き
絵
師
と
い
へ
ど
も
、
筆
限
り
あ
り
け
れ
ば
、
い
と
に
ほ
ひ
す
く
な
し
。

大
液
の
芙
蓉
、
未
央
の
柳
も
、
げ
に
、
か
よ
ひ
た
り
し
容
貌
を
、
唐
め
い
た
る
よ
そ
ひ
は
う
る
は
し
う
こ
そ
あ
り
け
め
、
な
つ

か
し
う
ら
う
た
げ
な
り
し
を
思
し
出
づ
る
に
、
花
鳥
の
色
に
も
音
に
も
、
よ
そ
ふ
べ
き
方
ぞ
な
き
。

み
ず
ち

－34－



朝
夕
の
言
ぐ
さ
に
、
翼
を
な
ら
べ
、
枝
を
か
は
さ
む
と
契
ら
せ
た
ま
ひ
し
に
、
か
な
は
ざ
り
け
る
命
の
ほ
ど
ぞ
、
尽
き
せ
ず
恨

め
し
き
。

資
料
　
　
能
﹁
楊
貴
妃
﹂
抜
粋

地　

「
そ
よ
や
霓
裳
羽
衣
の
曲
、
そ
よ
や
霓
裳
羽
衣
の
曲
そ
ぞ
ろ
に
濡
る
ヽ
袂
か
な
」

シ
テ　

「
何
事
も
、
夢
ま
ぼ
ろ
し
の
戯
れ
や
」

地　

「
あ
は
れ
胡
蝶
の
、
舞
な
ら
ん
」

シ
テ　

「
そ
れ
過
去
遠
々
の
昔
を
思
へ
ば
、
何
時
を
出
生
の
始
め
と
知
ら
ず
」

地　

「
未
来
永
々
の
流
転
。
更
に
生
死
の
終
り
も
な
し
」

シ
テ　

「
然
る
に
二
十
五
有
の
中
、
い
づ
れ
か
生
者
必
滅
の
理
に
洩
れ
ん
」

地　

「
ま
づ
天
上
の
五
衰
よ
り
、
須
弥
の
四
州
乃
さ
ま
ざ
ま
に
、
北
洲
の
千
年
つ
ひ
に
朽
ち
ぬ
」

シ
テ　

「
い
は
ん
や
老
少
、
不
定
の
境
」

地　

「
歎
き
の
中
乃
、
歎
き
と
か
や
」

シ
テ
「
我
も
そ
の
か
み
は
、
上
界
の
諸
仙
た
る
が
、
往
昔
の
因
み
あ
り
て
、
仮
に
人
界
に
生
ま
れ
来
て
、
楊
家
の
深
窓
に
養
は
れ
、

未
だ
知
る
人
な
か
り
し
に
、
君
聞
し
召
さ
れ
つ
ヽ
、
急
ぎ
召
し
出
し
後
宮
に
定
め
置
き
給
ひ
、
偕
老
同
穴
の
語
ら
ひ
も
縁
盡
き

ぬ
れ
ば
徒
に
。
又
こ
の
島
に
た
だ
一
人
、
帰
り
来
り
て
す
む
水
乃
、
あ
は
れ
は
か
な
き
身
の
露
乃
、
邂
逅
に
逢
ひ
見
た
り
。
静

か
に
語
れ
憂
き
昔
」

※

注　

能
用
語　

シ
テ　

「
主
人
公
」
の
事　
　

地　

「
地
謡
」
コ
ー
ラ
ス

10

げ
い
し
ょ
う

に
じ
ゅ
う
ご
う

お
ん
の
ん

な
げい

た
づ
ら

な
げ

ご
す
い

よ
し
ま

し
ょ
う
し

よ
う
よ
う

う
ち

う

い

い

つ
の

の

げ
い
し
ょ
う

せ
い
じ
ゃ
ひ
っ
す
い

ふ
じ
ょ
う

ち
な

の

つ
ゆ
の

え
ん
つ

き
こ

に
ん
か
い

か
い
ろ
う
ど
う
け
つ

た
ま
さ
か

ほ
く
し
ゅ
う

お
う
じ
ゃ
く

し
ゅ
っ
し
ょ
う

う

い
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解
説
１
　
西
王
母
に
つ
い
て

西
王
母
は
、
中
国
で
古
く
か
ら
信
仰
さ
れ
た
仙
女
・
女
神
、
絶
世
の
美
女
で
、
全
て
の
女
仙
の
統
率
者
で
あ
る
。
西
方
の
崑
崙

山
に
棲
む
と
言
わ
れ
、
太
陽
と
月
の
支
配
者
で
も
あ
る
。
死
を
つ
か
さ
ど
る
と
言
わ
れ
、
不
老
不
死
の
象
徴
で
も
あ
り
、
不
老

不
死
の
妙
薬
で
あ
る
仙
桃
を
持
つ
。
道
教
で
は
至
上
の
女
神
と
し
て
、
太
真
西
王
母
と
称
さ
れ
る
。
唐
代
の
詩
人
、
段
成
式
は
、

そ
の
著
書
「
酉
陽
雑
俎
」
の
中
で
、
西
王
母
の
本
名
を
「
楊
回
」
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

解
説
２
　
董
双
成
に
つ
い
て

董
双
成
は
、
西
王
母
の
身
辺
に
仕
え
る
侍
女
、
又
は
、
娘
と
言
わ
れ
、
西
王
母
の
持
つ
仙
桃
の
番
人
で
あ
る
。
笙
の
名
手
で
あ

る
と
も
さ
れ
て
い
る
。
中
国
で
は
、
古
く
か
ら
人
気
の
仙
女
で
、
李
白
の
詩
、「
桂
殿
秋
」
で
は
、「
仙
女
下
，
董
双
成
，
汉
殿

夜
凉
吹
玉
笙
。
曲
终
却
从
仙
宫
去
，万
户
千
门
惟
月
明
。﹂
訳
「
仙
女
、
董
双
成
は
下
り
て
、
漢
殿
の
夜
は
、
涼
し 

く
、
玉
笙
を
吹
く
。

曲
を
終
わ
っ
て
、
仙
宮
に
去
れ
ば
、
万
戸
、
千
門
、
た
だ
、
月
明
か
り
の
み
で
あ
る
。 

」
と
詠
っ
て
い
る
。

解
説
３
　
西
王
母
と
武
帝
の
伝
説
に
つ
い
て

武
帝
は
、
漢
朝
第
７
代
の
皇
帝
で
あ
る
が
、
中
国
歴
史
上
で
は
仙
道
を
信
仰
し
た
皇
帝
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

「
七
月
七
日
那
天
听
闻
西
王
母
即
将
降
临
宫
殿
而
赶
忙
做
好
迎
接
西
王
母
的
准
备
，
到
了
七
月
七
日
深
夜
二
更
时
，
西
王
母
驾
乘

着
紫
云
车
降
临
到
汉
武
帝
的
宫
殿
。
汉
武
帝
将
西
王
母
迎
接
到
宫
殿
后
，
西
王
母
则
赠
予
汉
武
帝
七
颗
仙
桃
与
之
享
用
︵
有
的

文
献
则
说
是
５
枚
仙
桃
︶。﹂︵
中
国
版
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア　

西
王
母
よ
り
︶
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た
い
し
ん
せ
い
お
う
ぼ

や
ん
ふ
ぇ
い

し
ょ
う

ゆ
う
よ
う
ざ
っ
そ

だ
ん
せ
い
し
き

と
う
そ
う
せ
い

こ
ん
ろ
ん



 　
　
　
　
　
　
　
　

訳

「
七
月
七
日
、
と
つ
ぜ
ん
西
王
母
が
ま
も
な
く
降
臨
す
る
と
の
お
告
げ
を
受
け
て
、
宮
殿
内
は
あ
わ
た
だ
し
く
西
王
母
を
歓
迎
す

る
準
備
を
行
な
っ
た
、
七
月
七
日
深
夜
二
時
に
な
っ
て
、
西
王
母
は
駕
篭
に
乗
っ
て
、
武
帝
の
宮
殿
に
降
り
て
き
た
。
武
帝
は

宮
殿
で
西
王
母
を
迎
え
る
と
后
と
し
て
接
し
、西
王
母
は
武
帝
に
七
個
の
仙
桃
を
贈
っ
た
（
五
個
の
仙
桃
と
す
る
文
献
も
あ
る
）。」

解
説
４
　
﹁
熊
野
権
現
縁
起
絵
巻
﹂
五
衰
殿
の
女
御
の
伝
説
に
つ
い
て

　

昔
、
天
竺
（
今
の
イ
ン
ド
）
の
マ
カ
ダ
国
に
善
財
王
と
い
う
王
様
が
い
ま
し
た
。
王
に
は
千
人
の
妃
が
あ
り
ま
し
た
が
、
い

ま
だ
子
宝
に
恵
ま
れ
ま
せ
ん
。
五
衰
殿
に
住
む
女
御
は
、
千
人
の
后
の
う
ち
の
一
人
で
す
。
い
ま
だ
王
か
ら
一
度
も
訪
ね
て
も

ら
え
な
い
こ
と
を
悲
し
み
、
一
心
に
十
一
面
観
音
に
お
祈
り
し
ま
し
た
。
す
る
と
そ
の
功
徳
に
よ
り
、
女
御
は
王
の
寵
愛
を
受

け
る
よ
う
に
な
り
、
や
が
て
王
の
子
を
身
籠
っ
た
の
で
し
た
。
一
方
、
九
九
九
人
の
妃
た
ち
は
、
女
御
を
激
し
く
嫉
妬
し
ま
す
。

に
せ
の
占
い
を
さ
せ
る
な
ど
、
女
御
を
陥
れ
よ
う
と
し
ま
す
が
、
な
か
な
か
う
ま
く
い
き
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
妃
た
ち
は
、
九
九

九
人
の
大
女
に
鬼
の
姿
を
さ
せ
、
悪
王
子
が
生
ま
れ
る
こ
と
を
悲
し
む
神
仏
の
使
い
だ
と
い
っ
て
、
二
人
の
も
と
に
乱
入
さ
せ

ま
す
。
王
は
仕
方
な
く
、
女
御
の
も
と
を
去
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

そ
れ
で
も
な
お
あ
き
足
ら
な
い
九
九
九
人
の
妃
は
、
七
人
の
武
士
に
命
じ
て
、
五
衰
殿
の
女
御
の
暗
殺
を
く
わ
だ
て
ま
す
。

山
の
奥
深
く
連
れ
出
さ
れ
た
女
御
は
、
首
を
斬
ら
れ
る
直
前
に
、
王
子
を
出
産
し
ま
す
。
女
御
は
す
ぐ
に
首
を
落
と
さ
れ
ま
す
が
、

王
子
は
母
の
遺
体
の
乳
を
吸
い
、
動
物
た
ち
に
護
ら
れ
、
す
く
す
く
と
成
長
し
ま
す
。
三
年
の
歳
月
が
流
れ
た
頃
、
山
の
麓
に

住
む
ち
け
ん
上
人
が
文
机
に
経
典
を
広
げ
る
と
、
虫
食
い
が
文
字
の
よ
う
に
見
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
女
御
の
霊
が
虫
に
化
身

し
て
刻
み
付
け
た
、
王
子
救
出
を
上
人
に
託
す
歌
だ
っ
た
の
で
す
。

　

山
に
入
っ
た
ち
け
ん
上
人
は
、
や
が
て
蓮
華
に
乗
り
瑞
雲
を
と
も
な
っ
た
王
子
を
見
い
だ
し
ま
す
。
王
子
は
、
こ
れ
ま
で
の
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て
ん
じ
く

ぜ
ん
ざ
い
お
う

ご
す
い
で
ん

経
緯
を
上
人
に
伝
え
、
と
も
に
女
御
の
遺
体
を
火
葬
し
た
後
、
山
を
下
り
ま
し
た
。
寺
に
入
っ
て
学
問
を
積
み
、
や
が
て
父
の

善
財
王
と
対
面
が
か
な
い
ま
す
。
王
は
、
九
九
九
人
の
妃
を
問
い
詰
め
、
女
御
の
首
の
あ
り
か
を
白
状
さ
せ
、
王
子
と
母
と
は
、

悲
し
い
再
会
を
果
た
し
ま
す
。
し
か
し
十
一
面
観
音
の
利
益
に
よ
っ
て
女
御
は
蘇
生
し
、
親
子
三
人
と
ち
け
ん
上
人
は
、
憂
き

国
を
捨
て
て
遠
く
日
本
の
熊
野
め
ざ
し
て
飛
び
立
っ
た
の
で
し
た
。
家
来
た
ち
も
次
々
と
飛
び
立
ち
ま
す
。
九
九
九
人
の
妃
も

後
を
追
お
う
と
し
ま
す
が
、
護
法
善
神
に
大
岩
を
投
げ
つ
け
ら
れ
、
つ
ぶ
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
マ
カ
ダ
国
を
旅
立
っ
た
一
行

は
熊
野
に
到
着
し
、
善
財
王
が
早
玉
宮
（
本
地
・
薬
師
如
来
）、
五
衰
殿
女
御
が
結
宮
（
本
地
・
千
手
観
音
）、
ち
け
ん
上
人
が

証
誠
殿
大
菩
薩
（
本
地
・
阿
弥
陀
如
来
）、
王
子
が
若
一
王
子
（
本
地
・
十
一
面
観
音
）
と
な
っ
て
、
今
も
こ
の
地
に
鎮
座
し
て

い
る
の
で
す
。

わ
か
や
ま
絵
本
の
会　

「
く
ま
の
の
か
み
さ
ま
」　

巻
末
付
録　

解
説
（
高
橋
修　

和
歌
山
県
立
博
物
館
学
芸
員
）
よ
り

解
説
５
　
お
柳
さ
ん
の
伝
説
に
つ
い
て

　
　

楊
子
薬
師
堂
由
来

　

楊
子
薬
師
如
来
の
来
由
は
、
京
都
三
十
三
間
堂
棟
木
之
霊
地
と
し
て
、
頭
痛
、
平
癒
、
病
脳
療
活
に
顕
著
な
る
霊
場
な
り
、

　

二
条
天
皇
の
永
暦
年
中
の
頃
（
八
一
四
年
前
）
先
帝
後
白
河
上
皇
が
頭
痛
の
為
再
々
お
苦
し
み
ま
し
た
。
上
皇
は
お
ん
み
ず

か
ら
都
の
因
幡
堂
に
お
籠
り
に
な
り
、
平
癒
を
祈
願
な
さ
い
ま
し
た
。

　

或
る
夜
、
金
色
の
御
仏
が
現
わ
れ
て
「
我
は
薬
師
如
来
で
あ
る
。
熊
野
川
の
ほ
と
り
に
高
さ
数
十
丈
の
大
楊
樹
あ
り
、
か
の

楊
を
き
り
都
に
大
伽
藍
を
建
立
し
、
か
つ
我
が
像
を
彫
刻
し
、
ま
つ
れ
ば
頭
痛
た
ち
ど
こ
ろ
に
、
癒
え
よ
う
」
と
、
上
皇
は
大

変
お
喜
び
に
な
り
、
早
速
そ
の
大
楊
を
切
ら
せ
ま
し
た
が
、
あ
ま
り
に
長
く
大
き
い
の
で
、
動
か
す
こ
と
も
出
来
ま
せ
ん
で
し
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に
ゃ
く
い
ち
お
う
じ

し
ょ
う
せ
い
で
ん

そ
せ
い



た
。
困
り
果
て
ゝ
い
た
と
こ
ろ
、不
思
議
や
水
中
か
ら
天
女
現
わ
れ
出
て
神
力
で
軽
々
と
京
ま
で
運
ぶ
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。「
柳

の
お
り
ゅ
う
」
と
の
こ
と
で
す
。
長
寛
二
年
大
伽
藍
を
建
立
し
ま
し
た
。

　

今
に
い
う
蓮
花
王
院
即
ち
三
十
三
間
堂
で
あ
り
ま
す
。
た
め
に
上
皇
の
頭
痛
は
平
癒
し
ま
し
た
の
で
上
皇
は
歓
喜
し
て
、
熊

野
楊
枝
の
郷
の
楊
の
切
り
跡
に
も
七
堂
伽
藍
を
建
立
さ
れ
、
上
皇
直
作
の
薬
師
如
来
を
本
尊
と
あ
が
め
、
仁
安
二
年
九
月
十
一
日
、

法
皇
と
な
ら
れ
、
自
ら
大
導
師
と
な
っ
て
開
眼
供
養
を
、
な
さ
れ
頭
痛
山
平
癒
寺
と
号
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
度
々
火
災
に
あ
い
ま
し
た
が
、
奇
蹟
に
も
本
尊
薬
師
如
来
は
今
に
の
こ
り
、
お
祭
り
さ
れ
て
い
ま
す
。
悪
事
災
難
を

ま
ぬ
が
れ
、
特
に
頭
痛
、
平
癒
、
来
世
は
極
楽
浄
土
へ
お
導
き
下
さ
る
。
あ
り
が
た
い
薬
師
様
で
あ
り
ま
す
。
全
国
各
地
よ
り
、

今
な
お
参
詣
の
信
者
は
あ
と
を
た
ち
ま
せ
ん
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

昭
和
五
十
年
二
月

三
重
県
紀
和
町
「
楊
子
薬
師
堂
」
の
立
て
看
板
よ
り

　
　

今
熊
野
観
音
寺
縁
起

　

平
安
時
代
弘
法
大
師
が
熊
野
権
現
よ
り
観
音
尊
像
を
授
り
嵯
峨
天
皇
の
勅
願
に
よ
り
開
運
厄
除
の
寺
と
し
て
開
創
さ
れ
た
名

刹
で
す
。

　

後
白
河
法
皇
は
本
尊
十
一
面
観
音
を
深
く
信
仰
さ
れ
霊
験
に
よ
っ
て
持
病
の
頭
痛
が
平
癒
し
た
の
で
特
に
「
新
那
智
山
今
熊

野
」
の
称
を
こ
の
寺
に
お
く
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
れ
よ
り
頭
の
観
音
さ
ん
と
し
て
知
ら
れ
病
気
封
じ
智
恵
授
り
諸
願
成
就
の
寺
と
し
て
広
く
信
仰
さ
れ
て
い
ま
す
。

京
都
東
山
「
今
熊
野
観
音
寺
」
の
立
て
看
板
よ
り

　

後
白
河
上
皇
は
御
持
病
の
頭
痛
を
当
山
の
観
音
さ
ま
の
御
夢
告
に
よ
っ
て
平
癒
さ
れ
た
の
で
、
爾
来
世
の
人
々
か
ら
も
頭
痛

封
じ
の
観
音
様
と
し
て
尊
崇
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

「
今
熊
野
観
音
寺
」
の
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
サ
イ
ト
よ
り
「
後
白
河
上
皇
と
観
音
寺
」
の
記
事
抜
粋
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